
護
明
期
の
青
島
努
働
運
動

ー
ー

一
九
二
五
年
の
青
島
在
華
紛
争
議
に
つ
い
て
||

高

綱

博

文

一

は

じ

め

に

二
青
島
在
牽
紡
に
お
け
る
資
本
と
賃
努
働

付
青
島
在
華
紡
の
設
展

同
青
島
在
華
紡
努
働
者
の
状
態

三
第
一
次
・
青
島
在
華
紡
争
議

付
争
議
の
愛
生

同
争
議
の
按
大

国

工

曾

伺
努
働
者
の
要
求

国
労
使
調
停

四

第

二
次
・
青
島
在
肇
紡
争
議

付
中
園
共
産
黛
の
闘
争
方
針

口
工
曾
に
よ
る
新
た
な
闘
争

回
争
議
へ
の
封
態

同
争
議
へ
の
頚
座

五

お

わ

り

に

- 61ー

t土

じ

め

一
九
二
五
年
に
山
東
省
青
島
の
在
肇
紡
(
在
中
園
日
本
紡
績
工
場
)
で
護
生
し
た
争
議
は
、
「
五
・
三

O
運
動
の
序
車
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て

き
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
日
本
帝
園
主
義
に
劃
す
る
民
族
闘
争
の

一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
第
働
争
議
と
し
て
の
意
義
は
見
落
と

さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
筆
者
は
牢
植
民
地
中
園
に
お
け
る
傍
働
運
動
の
特
質
は
反
帝
民
族
闘
争
を
撞
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
既
存
の

253 

覗
角
か
ら
は
こ
の
争
議
の
濁
自
性
は
充
分
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
は
青
島
在
華
紡
争
議
が
奉
天
涯
軍
閥
の
武
力
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弾
匪
に
逢
っ
て
敗
北
す
る
「
五

・
二
九
」
惨
案
ま
で
の
経
緯
を
記
述
し
、
あ
わ
せ
て
争
議
分
析
を
行
っ
て
争
議
の
性
格
と
そ
れ
を
規
定
し
た
主

位
的

・
客
観
的
諸
僚
件
を
究
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
争
議
分
析
の
基
本
覗
角
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

一
民
、
こ
の
争
議
を
第
働
争
議
分
析
の
枠
組
に
よ
っ
て
把
握
し
、
務
働
争
議

の
護
生
基
盤
で
あ
る
青
島
在
華
紡
の
資
本
・
賃
第
働
閥
係
に
注
目
す
る
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
日
本
帝
園
主
義

・
在
華
紡
資
本
家

・
奉
天
汲
軍
閥
針
中
園
共
産
禁
・
在
華
紡
第
働
者
と
い
う
封
立
国
式
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
争
議
経
過
を

第
使
封
立
を
基
軸
と
し
た
諸
勢
カ
の
鼎
誼
法
的
展
開
過
程
と
し
て
捉
え
る
。
第
三
に
、
階
級
闘
争
た
る
第
働
運
動
を
ア

・
プ
リ
オ
リ
に
反
帝
民

族
運
動
と
等
置
す
る
の
で
は
な
く
、
雨
者
を
現
寅
の
政
治
過
程
に
お
い
て

一
定
の
矛
盾

・
緊
張
関
係
を
持
つ
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
の
上
で
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

・
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
に
よ
る
反
帝
民
族
運
動
の
激
化
を
革
命
戦
略
と
す
る
中
園
共
産
禁
の
こ
の
争
議
に
劃
す
る
指
導
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
。

青
島
在
華
紡
に
お
け
る
資
本
と
賃
務
働

- 62-

付

青
島
在
華
紡
の
護
展

日
本
首
局
は
青
島
の
経
済
的
瑳
展
を
期
す
た
め
の
産
業

誘
致
策
と
し
て
青
島
市
郊
外
の
四
方
と
治
口
を
工
業
地
帯
に
指
定
し
土
地
を
買
牧
し
て
民
間
企
業
に
安
く
貸
下
げ
る
政
策
を
と
っ
制
。
こ
の
土

山
東
省
青
島
は

一
九

一
四
年
か
ら
日
本
帝
園
主
義
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

地
の
貸
下
げ
に
よ
る
青
島
に
お
け
る
在
華
紡
工
場
の
設
立
は

一
九
一
六
年
七
月
内
外
綿
株
式
曾
祉
が
四
方
に
紡
機
二
高
錘
を
据
附
け
た
の
を

鴨
矢
と
す
る
こ
八
年

一
月
操
業
開
始
)
。

摘
い
て
一
二
年
十
月
四
方
に
大
日
本
紡
績
株
式
曾
社
、

治
口
に
富
士
瓦
斯
紡
績
株
式
禽
社
、

二
二
年

三
月
治
口
に
長
崎
紡
績
株
式
禽
祉
、

二
三
年
四
月
四
方
に
日
清
紡
績
株
式
曾
社
、
治
口
に
上
海
製
造
絹
糸
株
式
曾
祉
の
各
工
場
が
順
次
設
立
さ

れ
、
青
島
市
郊
外
の
四
方
・
治
口
は
寂
実
た
る
寒
村
よ
り

一
躍
近
代
的
な
工
業
地
域
へ
と
襲
貌
し
た
(
第

一
岡
及
び
第
一
表
を
参
照
〉
。



255 

(第 l園) C青島における「在華紡J6位地域園〕

N 

1 
槍

士官
同 口

長

鐘

謬州 方

紡

海

(第 l表) C青島における在筆紡の概況〕

(1925年現在)

舎社名 |中園名 !所在地 |操業年月|代主主告側審議 |主数 |側面同五

22綿株式|内外紗廠|四方 11918' 11佐々木図蔵|同 o1 63，200 3，700 

誤認績|大康紗廠|四方 11921 川倉田敬三 |ゑ1001 5日 21 - 1 3，785 

長喜軽績株|隆輿紗廠i四方 11923'41綿貫明永 |川 012刊 01 - 1 970 

域安毒患|鐘淵紗廠|治 口 11923' 41神崎昌太 |川 0141，174 865 3，359 

話芸害程!富士紗廠|治 ロ 11922 叫 友田久雄 14，520 1 3同 O - I 2，100 

語司五五五戸|戸 |日函ご1 538119， 9681 - /1， 092 

註 :r青島ニ於ケノレ華人労働者待遇状態J，12~18頁，

在上海商務書記官報告，1925年10月.

- 63 ~ 
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一
九
二
二
年
末
青
島
は
中
園
に
還
付
さ
れ

一
時
は
在
華
紡
経
営
者
を
非
常
に
狼
狽
さ
せ
た
と
い
う
が
、
製
品
の
需
要
が
漸
次
増
大
す
る
と

と
も
に
企
業
経
営
上
の
不
安
も
次
第
に
除
去
さ
れ
て
い

っ
た
。
そ
の
後
、
青
島
在
華
紡
の
設
展
は
著
し
く
、
従
来
青
島
港
に
職
移
入
さ
れ
て
い

た
日
本
糸

・イ

ン
ド
糸
を
踊
逐
し
、
ま
た
天
津
糸
の
販
路
を
鷺
食
し
て
、
上
海
糸
に
肉
薄
す
る
に
至
つ
が
。

一
九
二
五
年
四
月
の
青
島
在
華
紡

版
社
の
運
鞠
錘
数
は
合
計
二
三
四
、
二
五
四
錘
で
あ
り
、
同
年
の
綿
糸
生
産
は

一
箇
月
卒
均
二
二
、
八
一
七
梱
に
も
及
ぶ
と
い
う
盛
況
に
達
し

た
。
省
時
の
青
島
在
華
紡
の
営
業
欣
態
の
模
様
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

《
内
外
綿
》
同
枇
は
沿
線
(
修
済
鍛
道
|
|
引
用
者
〉

一
帯
の
支
那
人
の
常
用
す
る
糸
に
主
力
を
注
ぎ
言
は
ば
事
業
は
糸
本
位
で
あ
る
が
今

《
富
士
紡
》
操
業
以
来
僅
々
三
年
有
徐
経

期
に
於
け
る
同
社
配
嘗
は
未
だ
財
界
不
況
の
折
柄
に
も
拘
わ
ら
ず
三
割
強
の

E
額
に
達
し
た
。

営
最
も
よ
ろ
し
き
を
得
て
製
品
の
市
場
供
給
は
一
般
需
要
力
を
満
た
す
能
は
ざ
る
底
の
現
情
に
あ
り
。
:
:
:
嘗
工
場
は
内
地
各
分
工
場
を

通
じ
て
成
績
高
位
に
あ
る
こ
と
勿
論
、
か
の
闘
東
震
災
に

E
額
の
災
害
を
蒙
っ

た
東
京
静
岡
等
の
工
場
復
蓄
失
損
補
填
に

E
額
を
投
じ
:
・

:・
本
祉
の
各
分
工
場
を
通
ず
る
全
般
的
成
績
か
ら
す
れ
ば
黄
金
工
場
た
る
べ
く
利
盆
卒
均
五
、
六
割
は
普
通
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

紡
》
需
要
額
は
逐
次
激
増
し
て
現
在
の
生
産
額
で
は
到
底
需
要
に
腫
ず
べ
く
も
な
い
所
か
ら
同
社
は
八
蔦
錘
に
増
錘
を
計
霊
中
:
:
:
同
祉

の
商
勢
は
更
に
鎖
大
す
る
で
あ
ろ
う
。

《
長
崎

- 64-

こ
の
よ
う
に
青
島
在
華
紡
は
上
海
在
華
紡
が
不
況
に

哨
い
で
い
た
の
と
は
封
照
的
に
市
場
景
気
も
良
好
で
あ
り
、

A
げ
ヲ

「黄
金
工
場
」
と
し
て
好
況
を
享
受
し
て
い
た
。
中
で
も
鐙
紡
は
「
異
域
に
在
て
向
克
く
王
園
の
名
を
怒
に
す
る
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
特
に

、n
Ha

経
営
が
安
定
し
て
い
た
。

E
大
な
利
潤
を
生
み
だ
す

青
島
在
華
紡
の
上
海
在
華
紡
に
劃
す
る
経
営
上
の
優
位
性
は
何
よ
り
も
生
産
コ
ス
ト
の
安
さ
に
起
因
し
た
。
す
な
わ
ち
一
九
二
五
年
の
青
島

と
上
海
に
お
け
る
綿
糸

一
俵
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
見
る
と
、
大
韓
一
六
番
手
で
青
島

一
九
雨
・
上
海
二
五
雨
、
二

O
番
手
で
青
島
二
四
雨
・
上

海
三

O
南
と
大
き
な
ひ
ら
き
が
あ
っ
た
。
青
島
に
お
い
て
こ
う
し
た
低
コ
ス
ト
が
可
能
と
な
っ
た
主
な
理
由
は
、
青
島
紡
績
務
働
者
の
低
劣
な

同

必
刀
働
候
件
|
|
上
海
よ
り
も
約
二
五
%
低
い
賃
銀
に
求
め
ら
れ
た
。



青
島
は
一
九
二

0
年
代
に
入
つ
て
の
日
本
紡
績
資
本
の
急
激
な
準
出
に
よ
っ
て
、
二
五
年
に
は
す
で
に
華
北
第
一
の
紡
績
業
地
と
な
っ
て
い

た
。
青
島
紡
績
業
の
特
徴
的
な
黙
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
在
華
紡
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
民
族
紡
は
僅
か
三
O
、

0
0
0錘
の
華
新
紡
績

有
限
公
司
一
祉
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
二

0
年
代
前
半
の
青
島
紡
績
業
の
飛
躍
的
護
展
は
、

一
方
で
青
島
に
お
け
る
紡

績
賃
第
働
の
急
速
な
集
積
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

∞ 
青
島
在
華
紡
第
働
者
の
朕
態

青
島
在
筆
紡
各
社
の
献
労
働
者
数
は
第
一
表
に
示
し
て
お
い
た
が
、
嘗
時
六
社
合
計
約
一
五
、

0
0
0名
の
第
働
者
が
就
業
し
て
い
た
。
そ
の

務
働
力
構
成
を
見
る
と
紡
績
業
の
中
心
工
程
で
あ
る
粗
紡

・
精
紡
・
紹
部
に
第
働
者
の
七
O
%
以
上
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
労
働
者
は

A
4
uヲ

ム
U
子

「
機
関
工
」
と
呼
ば
れ
、
男
子
若
年
鉱
労
働
者
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
第
働
者
の
性
別
構
成
は
、
男
子
第
働
者
九
四
%
、
女
子
献
労
働
者
六
%

で
あ
る
。
年
齢
別
構
成
は
、
内
外
綿
工
場
を

一
例
に
と
る
と

一
五
歳
以
下

一
一
・
九
%
、
二
ハ
J
二
O
歳
五
0
・
六
%、

A
副“，

0
・
五
%
、
三
O
歳
以
上
七

・
O
%
で
あ
っ
た
。

二
O
J
三
O
歳
三

5
 

aυ 

青
島
在
華
紡
の
第
働
力
供
給
源
は
各
社
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
工
場
へ
逼
勤
可
能
な
地
元
四
方
・蓋
東
鎮
・
湖
島
子
等
と
近
郷
諸

A
司，'n弘、

鯨
郎
墨

・
卒
度
・
莱
陽
・

謬
州

・
青
州
等
の
農
村
で
あ
っ
た
。
第
働
市
場
に
お
け
る
勢
働
力
供
給
は
甚
だ
遁
剰
で
、
各
社
を
遁
じ
て
傍
働
者
募

A
国，

'nuF 

集
に
劃
す
る
麿
募
者
の
比
は
七
J
一
O
倍
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
第
働
者
に
劃
す
る
禽
社
側
の
立
場
を
極
め
て
有
利
な
も
の
と
し
た
。
こ
う

し
た
労
働
力
供
給
過
剰
の
塵
力
を
受
け
て
第
働
者
の
工
場
定
着
化
も
徐
々
に
進
ん
で
い
た
。
二
五
年
十
月
の
調
査
に
よ
る
と
、
内
外
綿
で
は
勤

績
三
年
半
以
上
の
も
の
が
一

0
・
八
%
、

二
年
半
以
上
一
七
・
九
%、

一
年
半
以
上
一
八
・
九
%
で
あ
り
、
大
日
紡
で
も
勤
績
一
年
以
上
の
も
の

、
明
り

huv 

が
六
九
・
三
%
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
「
職
工
の
移
動
多
く
、
上
海
に
比
し
一
一
層
甚
だ
し
」
と
も
い
わ
れ
、
中
で
も
移
動
率
が
高
か

d
q
 

huv 

っ
た
の
は

一
日
一
七
仙
程
度
の
賃
銀
し
か
支
給
さ
れ
な
い
勤
績

一
年
未
満
の
見
習
工
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
働
者
の
居
住
地
は
各
社
に
よ
っ
て
異

A
唱4γ

ん

υ陣、

な
っ
て
い
る
が
工
場
宿
舎
に
住
む
も
の
は
三
O
J
五
O
%
で
あ
っ
た
。
嘗
時
の
青
島
在
華
紡
に
お
い
て
は
資
本
に
よ
る
第
働
力
緊
縛
瞳
制
が
充

257 
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〔青島紡績賃銀表)(第2表)
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註 :前掲 「青島ニ於ケノレ華人努似者待

週状態J274頁， 276頁.

(第3表〕

日給者 |人数計 |

398AI 1，119人1

244 I 1，007 

288 I 1，102 

199 I 641 

1箇月 5分増

2箇月 l寄IJ.(曾

3箇月 1割5分t曾

4箇月 2割治

大日本紡の1925年 4月卒均賃金

43銭3l!登x26日=11元25銭

註Ii邦人*，15績罷業事件と五;f!十事件及

各地の動揺』

上海 日本商業合議所

1925年151~152頁
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134.43 

148.58 

150.47 

161. 32 

21. 2仙I100.00 

104.25 

119.81 

152.36 

動皆

分
確
立
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。

次
に
第
働
賃
銀
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
第
二
表
の
よ
う
に
、
青
島
紡
績
業
の
好
況
を
反
映
し
て
賃
銀
指
数
は

一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
だ

31. 9 

34.2 

32.0 

35.0 

40.3 

41. 2 

が
、
争
議
の
護
生
し
た
二
五
年
上
牢
期
に
お
い
て
は
賃
銀
上
昇
率
よ
り
も
M

労
働
者
の
主
要
食
糧
で
あ
っ
た
褒
粉
の
債
格
上
昇
率
の
方
が
は
る
か

25.4 

28.4 

31. 5 

32.3 

に
上
回
っ
て
い
た
。
第
三
表
は
禽
祉
の
設
表
に
よ
る
大
日
本
紡
の
二
五
年
四
月
末
の
賃
銀
表
で
あ
る
が
、
務
働
者
一
入
賞
り
の
卒
均
日
給
を
四

三
仙
三
麓
と
計
算
し、

毎
月
四
日
聞
の
休
日
(投
業
と
夜
祭
の
交
替
日
〉
を
除
い
て
二
六
日
皆
勤
し
た
と
す
る
と
一

箇
月
の
給
興
は

一一

元
二
五

仙
に
し
か
な
ら
な
岬
。
請
負
者
・
日
給
者
と
あ
る
の
は
賃
銀
形
態
の
違
い
を
示
し
、
前
者
が
出
来
高
制
に
よ
る
も
の
、
後
者
が
日
給
制
に
よ
る

22.1 

も
の
で
あ
っ
た
。
出
来
高
制
は
粗
紡
・
精
紡
等
の
第
働
強
度
の
大
き
い
工
程
で
採
用
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
拙
労
働
を
刺
激
し
第
働
者
に
競
争
を

h
v
v
 

強
制
す
る
も
の
で
あ
る
。

1920上牢期

下半期

1921上牢期

下牢期

1922上学期

下半期

1923上半期

下牢期

期

期

期

中

十

中

十

字

上

下

上

a坐
戸

川

υ

つμ

つ白

n

y

n

wd 

唱

i

噌ム

日
給
者
で
五

O
仙
以
上
の
も
の
は
役
附
職
工
と
と
呼
ば
れ
る
技
術
熟
練
工
(
機
械
工

・
鍛
工
等
〉

同

く
、
三

O
仙
以
下
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
見
習
工
で
あ
る
。
青
島
在
華
紡
に
お
け
る
献
労
働
賃
銀
は
日
本
圏
内
紡
は
む
ろ
ん
の
こ
と
上
海
在
華
紡

1919上牢期

下牢期

年

「
外
部
工
」

多



〔青島における職種別賃銀〕

職 種 |最 高|最 低

紡 績 工 90仙 20仙

燐 寸 工 30 10 

電 気 工 100 70 

大 工 95 50 

左 r日品ー・ 130 60 

石 工 110 60 

指 物 職 100 60 

土 工 職 70 40 

農 工 職 40 30 

雑 役 工 40 30 

(第4表〉

註 r上海日本商業曾議所週報』第

701競. 1925年10月8日. 7頁。

の
そ
れ
と
比
較
し
て
も
著
し
く
低
廉
で
あ
っ
た
。
し
か
も
第
四
表
の
と
お
り
青
島
に

お
け
る
他
の
職
種
賃
銀
と
比
較
し
て
も
決
し
て
高
い
と
は
い
え
ず
、
青
島
紡
績
鉱
労
働

者
は
賃
銀
面
に
お
い
て
い
ま
だ
機
械
制
大
工
場
第
働
者
と
し
て
の
優
位
性
を
確
立
し

て
は
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

青
島
在
華
紡
に
お
け
る
州
労
使
関
係
の
基
底
と
な
っ
て
い
た
の
は
直
轄
制
度
で
あ

る
。
そ
れ
は
日
本
人
監
督
の
下
に
組
長
、
把
頭
、
班
長
、
養
成
方
、
見
廻
り
な
ど
各

工
場
・
各
作
業
場
に
お
い
て
稽
を
異
に
す
る
中
園
人
の
役
附
職
工
を
置
き
、
そ
の
配

下
に
一
般
傍
働
者
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
在
華
紡
が
献
労
働
者
の
雇
傭
と
賃
銀

支
排
い
を
命
同
社
が
直
接
行
な
う
直
轄
制
度
を
採
用
し
、
日
本
人
監
督
の
下
に
日
本
園

- 67ー

内
紡
と
同
様
の
直
接
的
第
務
管
理
睦
制
を
整
備
し
た
の
は
、
務
働
生
産
性
を
高
め
合
理
化
を
は
か
る
た
め
、
換
言
す
れ
ば
密
度
の
高
い
過
度
第

帥

働
を
第
働
者
に
押
し
つ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
直
轄
制
度
下
の
役
附
職
工
は
時
に
は
「
工
頭
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
民
族
紡
な
ど

で
採
用
さ
れ
て
い
た
親
方
請
負
制
度
に
お
け
る
工
頭
と
は
そ
の
本
質
を
異
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
在
華
紡
の
役
附
職
工
は
中
間
管
理
勢
働

者
と
し
て
資
本
の
統
轄
下
で
務
働
の
指
揮

・
監
督
を
行
な
い
な
が
ら
も
多
く
は
自
ら
も
勢
働
に
従
事
す
る
賃
第
働
者
で
あ
り
、
彼
等
に
は
民
族

紡
の
工
頭
の
よ
う
な
中
間
搾
取
を
行
な
う
機
舎
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
青
島
在
華
紡
に
お
け
る
役
附
職
工
は
一
般
献
労
働
者
と
は
区
別
さ

、A
噂
，

h
u、

れ
、
知
識
及
び
技
術
水
準
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
争
議
の
中
心
と
な
っ
た
大
日
本
紡
の
役
附
職
工
に
は
済
南
の
向
学
生
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

る同内
。外

綿
の
そ
れ

t土
上
海
出
身
者
カミ

あ
ペコ

て

一
般
傍
働
者
と
は
務
働
力
の
質
及
び
第
働
市
場
を
異
に
す
る
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

259 

青
島
に
お
け
る
一
般
紡
績
献
労
働
者
は
農
村
を
直
接
の
供
給
源
と
し
、
生
産
過
程
を
通
じ
て
の
州
労
働
力
陶
冶
の
歴
史
も
浅
く
、
賦
労
働
運
動
の
経

験
も
ま
っ

た
く
な
い
賃
傍
働
者
で
あ
り
、
階
級
的
意
識
も
即
自
的
段
階
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

彼
等
の
聞
に
は
在
理
(
家
躍
曾
)
教
と
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同

い
う
秘
密
結
社
が
あ
っ
て
、
そ
の
曾
員
は
南
北
雨
仮
に
分
か
れ
て
勢
カ
必
ず
い
を
し
て
い
た
の
で
M

労
働
者
の
圏
結
を
阻
ん
で
い
た
と
い
う
。
青
島

在
華
紡
M

労
働
者
は
青
島
市
郊
外
の
新
興
工
業
地
帯
に
孤
立
的
に
存
在
し
、
賃
第
働
者
と
し
て
の
形
成
も
初
期
的
な
朕
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

青
島
在
華
紡
に
お
け
る
第
使
関
係
は
未
成
熟
で
あ
り
、

表
わ
れ
て
い
る
。

日
常
的
に
不
安
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
働
者
に
よ
る
構
盗
件
数
の
多
さ
に
端
的
に

一
九
二
四
年
度
の
曾
祉
に
よ
っ
て
摘
鼓
さ
れ
た
盗
品
件
数
は
大
日
紡
で

一
、
六
四
八
件
、
内
外
綿
で
九
九
六
件
と
い
う
数
に

の
ぼ
っ

て
い
る
。
こ
の
盗
品
の
数
量
は
生
産
費
に
影
響
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
り
、
各
社
と
も
務
働
者
が
退
場
す
る
際
に
は
日
本
人
監
督
が
巌

重
な
身
能
検
査
を
行
な
い
容
赦
な
く
罰
金
を
課
し
て
い
た
。
務
働
者
に
よ
る
こ
の
盗
品
は
「
賃
銀
が
安
い
た
め
、

生
活
費
の
た
め
」
の
も
の
で

的

あ
り
、
合
祉
の
低
賃
銀
政
策
に
謝
す
る
第
働
者
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
抵
抗
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
第
働
災
害
も
頻
渡
し
て
お
り、

例
え
ば
内

伺

外
綿
で
は
二
四
年

一
月
か
ら
二
五
年
十
月
ま
で
に
七
五
八
件
も
の
第
働
者
負
傷
事
故
が
護
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
劣
悪
な
州
労
働
篠
件
と
過
度

、は
冴
，

M

労
働
は
務
働
者
の
不
満
を
蓄
積
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ

的
。

第

一
次

・
青
島
在
華
紡
争
議

- 68ー

一
九
二
五
年
の
青
島
在
華
紡
争
議
は
、
大
日
本
紡
で
ス
ト
ラ
イ
キ
の
設
生
し
た
四
月

一
九
日
か
ら
傍
働
側
が
一
定
の
勝
利
を
得
た
五
月
一

O

日
ま
で
の
第
一
次
争
議
と
、
五
月
一
一
日
以
降
再
び
傍
使
紛
争
が
稜
生
し
て
つ
レ
に
中
園
官
憲
の
弾
匪
を
招
い
た
五
月
二
九
日
ま
で
の
第
二
次

争
議
に
そ
の
段
階
を
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
第

一
次
争
議
と
第
二
次
争
議
で
は
闘
争
の
性
格

・
形
態
等
が
著
し
く
異
な
っ

て
い
る
。

付

争

議

の

護

生

一
九
二
五
年
二
月
に
上
海
在
肇
紡
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
裂
し
た
。
そ
の
影
響
は
必
ず
青
島
に
波
及
す
る
も
の
と
察
し
て
、
関
係
各
社
は
そ
れ

帥

ぞ
れ
議
防
に
努
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
不
穏
な
空
気
の
中
で
、
四
月
一
三
日
大
日
本
紡
の
日
本
人
監
督
が
一
第
働
者
の
身
佳
検
査
を
し
た
と
こ

ろ
そ
の
所
持
す
る
手
帳
に
「
何
等
陰
謀
ヲ
ナ
シ
居
ル
コ
ト
」
の
記
載
を
瑳
見
し
、
直
ち
に
家
宅
捜
査
を
し
て
次
の
よ
う
な
物
件
を
押
牧
し
た
。



①
大
康
紗
廠
工
曾
設
立
に
閲
す
る
議
事
録
。
②
諸
帳
簿
|
|
大
康
紗
廠
工
舎
「
曾
員
名
簿
」
、
「
曾
計
簿
」
、

簿
」
。
③
共
産
主
義
宣
俸
知
子
等
|
|
『
禽
導
週
報
』
、
『
中
園
青
年
』
、
『
工
人
週
刊
』
、
『
第
動
青
年
週
報
』
、

同
時
に
曾
祉
は
工
合
同
運
動
の
首
謀
者
と
し
て
司
銘
章
、
蘇
美
一
、
張
改
中
の
三
名
を
抑
留
し
、

「
什
器
蓋
帳
」
、

「
入
舎
調
印
原

『
山
東
工
人
』
、

「
腰
済
餓
路

組
工
舎
章
程
」
。

中
園
官
憲
が
取
り
調
べ
を
行

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
州
労
働
者
が
工
曾
設
立
を
計
董
中
で
あ
る
こ
と
、
献
労
働
僚
件
に
不
満
の
黙
が
あ
り
追
っ
て
要
求
を
曾
祉
に
提
出
す
る
預
定

で
あ
る
こ
と
、
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
禽
祉
は
主
謀
者
を
解
雇
鹿
分
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
中
園
官
憲
は
慮
分
に
反
射
し
彼
等
を
樟
放
す
る
こ

合
H
ヲ

ム
M
V

と
を
求
め
た
。
連
絡
を
受
け
た
青
島
日
本
組
領
事
館
も
中
園
官
憲
の
要
求
を
支
持
し
曾
祉
を
説
得
し
て
、
司
銘
章
等
は
樺
放
さ
れ
た
。
四
月
一

A
刀
吋，

h
H
V
 

六
日
、
司
銘
章
は
第
働
者
代
表
と
し
て
舎
祉
に
出
頭
し
て
「
青
島
大
康
紗
廠
工
舎
章
程
」
を
提
出
し
、
承
認
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
一
九
日
、

大
康
紗
廠
工
禽
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
同
時
に
工
曾
名
を
も
っ
て
松
田
工
場
長
あ
て
に
一
三
箇
僚
の
要
求
(
後
述
)
が
出
さ
れ
た
。
禽
祉
か
ら

、団
a
d，

h
H
V
 

の
回
答
は
な
く
、
同
日
午
後
九
時
か
ら
大
日
本
紡
の
夜
業
務
働
者
二
、

0
0
0名
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。

仁)

争

議

の

抜

大

- 69ー

ス
ト
ラ
イ
キ
が
護
生
す
る
と
と
も
に
、
蓋
東
銀
警
察
臆
長
陳
揺
を
調
停
者
と
し
て
献
労
使
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
四
月
二

O
日
、
曾
社
側
は
争

議
指
導
者
と
目
さ
れ
る
六

O
除
名
の
第
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た
調
停
候
件
を
作
成
し
よ
う
と
陳
警
察
臆
長
と
種
々
の
協
議
を

A
叩

ム
M
V

し
た
が
何
等
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
二
一
日
、
工
禽
代
表
八
名
と
陳
警
察
麗
長
と
の
曾
見
が
行
わ
れ
、
警
察
聴
長
は
二
三
日
ま
で
に
曾
社
側
と

協
議
し
て
工
曾
要
求
一
応
箇
僚
に
射
し
回
答
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
同
一
一
一
日
夜
、
警
察
一
臨
長
は
曾
社
側
代
表
と
禽
見
し
工
舎
の
要
求
に
劃

す
る
妥
協
案
を
協
議
し
た
。

一
方
、
同
夜
禽
祉
は
四
方
地
域
の
他
二
社
|
|
内
外
綿
・
日
清
紡
と
相
談
の
上、

附
労
働
者
の
腰
を
く
じ
き
他
工
場

へ
の
争
議
波
及
を
防
ぐ
目
的
を
も
っ
て
「
罷
業
の
不
得
策
な
る
こ
と
」
を
力
説
し
た
一
寓
枚
の
宜
停
ピ
ラ
を
撒
布
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
二

一
一
日
早
朝
、
舎
祉
は
青
島
日
本
商
業
命
議
所
に
依
頼
し
て
自
動
車
で
ビ
ラ
を
撒
か
せ
、
各
所
で
争
議
州
労
働
者
と
の
衝
突
を
ひ
き
起
こ
し
刷
。
ス

261 

ト
ラ
イ
キ
を
切
り
崩
す
た
め
の
宣
停
ビ
ラ
を
撒
布
し
て
献
労
働
者
に
脅
威
を
輿
え
よ
う
と
し
た
こ
と
は
却
っ
て
鉱
労
働
者
を
刺
激
し
内
外
綿
・
日
清
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紡
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
瑳
生
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
三
日
午
後
三
時
、
大
日
本
紡
の
工
舎
代
表
は
陳
警
察
臆
長
か
ら
舎
社
側
と
の
調
停
結
果
を
俸
え
ら
れ
た
が
不
満
足
な
回
答
だ
と
し
て
工
場

宿
舎
に
引
き
あ
げ
、

そ
の
後
争
議
第
働
者
は
日
本
人
を
追
い
出
し
て
完
全
に
宿
舎
を
占
領
し
た
。
同
午
後
六
時
、
内
外
綿
の
傍
働
者
交
代
時
に

大
日
本
紡
の
争
議
第
働
者
数
十
名
は
梶
棒
等
を
携
え
て
ピ
ケ
ッ
ト
を
張
り
内
外
綿
の
出
勤
者
を
阻
止
し
た
。
し
か
し
、
路
上
に
配
置
さ
れ
た
中

鳴
り

園
官
憲
1

1
保
安
陵
及
び
戒
厳
司
令
部
兵
員
等
の
数
百
名
は
こ
れ
を
傍
観
す
る
の
み
で
取
締
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
二
四
日
午
前

一一

時
頃
か

ら
内
外
綿
工
場
宿
舎
構
内
に
お
い
て
ス
ト
ラ
イ
キ
労
働
者
連
合
大
舎
が
聞
か
れ
、

数
千
人
の
M

労
働
者
を
前
に
数
人
の
捧
士
が
熱
需
を
ふ
る
い
、

「死
を
賭
し
て
戦
へ

」
な
ど
と
気
勢
を
あ
げ
た
。
日
清
紡
で
は
同
午
前

一
一
時
三

O
分
の
休
憩
時
聞
に
突
如
第
働
者
が
二
七
日
支
梯
い
の
賃
銀

を
本
日
中
に
渡
せ
と
迫
り
、
曾
祉
が
こ
れ
を
拒
絶
す
る
と
正
午
過
ぎ
に
幼
年
工
を
先
頭
に
綴
々
と
退
場
し
、
行
列
を
作
っ
て
四
方
街
道
を
一

巡

倒

し
た
後
宿
舎
に
引
揚
げ
た
。
こ
う
し
て
内
外
綿
・
日
清
紡
で
も
ス
ト
ラ
イ
キ
が
開
始
さ
れ
た
。
二
四
日
に
内
外
紗
廠
工
舎
か
ら
、
二
五
日
に
は

'向

ν

隆
興
紗
廠
工
舎
か
ら
各
々
曾
祉
に
要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
。
だ
が
、
曾
社
側
は
工
舎
を
認
め
ず
た
だ
ち
に
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
と
い
っ
た
交
渉
も
な
い
ま
ま
傍
使
隻
方
は
割
崎
し
て
い
た
が
四
月
二
九
日
か
ら
三

O
日
に
か
け
て
嬰
方
の
態
度
に
饗
化
が
見

- 70ー

四
方
三
祉
の
工
舎
代
表
十
数
名
は
陳
警
察
臆
長
を
訪
問
し
て
、
治
口
の
鐘
紡
と
同
一
の
待
遇
を
す
れ
ば
こ
の
際
無
篠

A

リ

件
に
復
業
す
る
旨
を
申
し
出
制
。
舎
社
側
も
休
業
に
よ
る
営
業
上
の
損
失
と
上
海
在
筆
紡
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
再
燃
の
形
勢
と
を
蓋
慮
し
て
な
る

え
は
じ
め
た
。
二
九
日
、

ベ
く
早
く
争
議
を
解
決
し
よ
う
と
希
望
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
質
際
、
大
日
本
訪
の
争
議
労
働
者
が
四
月
二
三
日
支
梯
い
の
賃
銀
を
要
求
し
て

い
た
の
に
劃
し
て
、
禽
祉
は
二
九
J
三
O
日
に
こ
れ
を
支
梯
っ
た
。
大
日
本
紡
の
傍
働
者
も
十
日
聞
に
わ
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
困
窮
し
始
め
て

ん
凶
い

お
り
、
賃
銀
の
支
排
い
を
受
け
た
の
を
機
に
約
五
百
名
の
労
働
者
が
蹄
郷
し
た
。

五
月
一
日
の
メ
ー
デ
ー
に
嘗
り
、
中
園
官
憲
は
争
議
第
働
者
の
示
威
運
動
を
禁
止
し
、
警
備
を
巌
重
に
し
た
。
第
働
側
も
労
使
調
停
に
努
力

し
て
く
れ
る
中
園
官
憲
の
感
情
を
害
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
メ

ー
デ
ー

に
は
示
威
行
動
、
集
曾
等
を

一
切
行
な
わ
ぬ
こ
と
と
し
た
。
五
月

一目、

四
方
で
は
隈
済
餓
路
四
方
機
廠
の
第
働
者
千
除
名
を
中
心
に
メ
ー
デ
ー
大
舎
が
開
催
さ
れ
た
が
、
紡
績
勢
働
者
で
こ
れ
に
公
然
と
参
加
し
た
も



A
G
マ
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の
は
い
な
か
っ
た
と
い
州
。
こ
う
し
て
第
一
次
争
議
は
そ
の
峠
を
越
し
た
。

国

工

舎

大
日
本
紡
第
働
者
の
組
織
化
へ
の
動
き
は
早
く
か
ら
見
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
謬
済
識
道
州
労
働
者
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
日
本
紡
の
職
工
宿
舎
内
に
は
多
く
の
謬
慣
鍛
遁
献
労
働
者
が
同
居
し
て
お
り
、
大
日
本
紡
労
働
者
と
同
鍛
道
第
働
者
の
聞
に
は
日
常
的
な
交
流

帥

が
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
夏
、
南
労
働
者
は
共
同
で
有
志
を
集
め
義
徳
舎
な
る
柑
労
働
圏
瞳
を
組
織
し
た
。
二
五
年
二
月
、
謬
済
織
道
四
方
機
廠

の
一
、
四

O
O名
の
僻
労
働
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
て
勝
利
を
牧
め
、
三
月
に
は
四
方
機
廠
傍
働
者
が
中
心
と
な
っ
て
腰
慣
鍛
路
組
工
婚
を

ム
凶
い

成
立
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
織
道
献
労
働
運
動
設
展
の
直
接
的
影
響
下
に
、
三
月
中
旬
頃
よ
り
大
康
紗
廠
工
曾
設
立
が
計
霊
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

四
月
一
一
一
一
日
に
曾
祉
に
よ
っ
て
押
牧
さ
れ
た
大
康
紗
廠
工
曾
設
立
に
閲
す
る
議
事
録
に
よ
る
と
工
曾
役
員
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
よ
う
で
あ

(
甲
総
把
頭
)
・
王
興
甫
(
乙
総
組
長
〉
・
蘇
美
一

〈
康
班
書
記
)
・
宋
園
美
〈
康
班
把
頭
候
補
)
。
総
書
記

侯
申
躍

李
春
柴
(
四
方
小
皐
校
教
員
)
。
書
記

名
審
顧
問
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っ
た
。

工
曾
設
立
の
指
導
者

孫
秀
峰
(
四
方
小
皐
校
長
〉
・
李
春
栄
(
四
方
小
皐
校
数
員
)
・
王
復
元
(
京
漢
銭
路
工
曾
代
表
〉
。

劉
興
信
(
甲
総
組
長
〉
・
劉
中
甫
(
乙
総
書
記
〉
・
菖
梅
郷
(
康
班
組
長
)
・
喉
慶
雲
(
大
精
組
長
〉
。
幹
事
員

(
二
総
養
成
方
)
。
総
顧
問
騰
文
媛
〈
二
一
締
把
頭
)
・
韓
金
龍
(
二
打
把
頭
〉
。

中
園
共
産
黛
青
島
支
部
は
一
九
一
一
一
一
一
年
一
月
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
活
動
の
重
鮎
は
四
方
機
廠
と
謬
済
識
道
沿
線
に
お
か
れ
て
い
た
。
共
産
黛

は
活
動
の
一
環
と
し
て
州
労
働
者
の
子
弟
数
育
の
た
め
に
四
方
小
皐
校
を
設
立
し
て
お
り
、
大
康
紗
廠
工
曾
設
立
の
指
導
者
で
あ
る
四
方
小
皐
校

長
孫
秀
峰
は
元
四
方
機
廠
の
州
労
働
者
で
、
共
産
議
員
で
あ
っ
た
。
大
日
本
紡
工
場
内
に
も
嘗
時
す
で
に
黛
組
織
が
あ
り
、
そ
の
中
心
は
工
曾
役

喰

H
，

'
M
O
 

員
と
な
っ
た
司
銘
章
、
蘇
美

一
で
あ

っ
た
。
さ
き
の
工
舎
役
員
に
翠
が
っ
て
い
る
結
績
第
働
者
の
職
種
を
見
る
と
全
員
が
役
附
職
工
で
あ
る
。

A
河
w，

彼
ら
は
一
九
二
二
年
頃
か
ら
将
来
日
本
人
監
督
と
交
代
さ
せ
る
た
め
済
南
の
皐
生
を
皐
力
試
験
の
上
で
採
用
し
た
も
の
で
あ
っ
向
。

張
鶴
軒
〈

一
紹
養
成
方
〉

・
司
銘
章

263 
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工
禽
設
立
計
童
が
設
費
し
司
銘
章
等
が
曾
祉
に
抑
留
さ
れ
る
と
、
共
産
禁
青
島
市
委
員
禽
及
び
四
方
支
部
が
指
導
に
乗
り
出

A
W
マ

し
、
争
議
へ
向
け
て
の
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
四
月
一
九
日
、
大
康
紗
廠
工
舎
の
正
式
な
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
そ
れ
と
共
に
大
康
紗
廠
工
曾
執

四
月
一
三
日
、

行
委
員
舎
の
名
に
よ
っ
て

「
我
等
が
大
康
紗
廠
に
提
出
し
た
篠
件
に
射
し
て
未
だ
回
答
な
し
:
:
:
明
早
朝
六
時
に
正
式
罷
業
を
宣
言
す
ベ
し
」

的

と
ス
ト
ラ
イ
キ
が
宣
言
さ
れ
た
。
ス
ト
開
始
と
同
時
に
第
働
者
全
員
を
「
工
舎
に
強
制
加
入
せ
し
め
、
一
雨
日
中
に
工
舎
組
織
が
完
成
し
た
」

h
h
v
 

と
い
う
。
内
外
紗
廠
工
曾
と
隆
輿
紗
廠
工
曾
は
共
に
大
日
本
紡
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
開
始
さ
れ
た
一
九
日
以
降
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即

ち
、
内
外
綿

・
日
清
紡
の
工
舎
は
大
日
本
紡
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
産
物
で
あ

っ
た
。

工
曾
設
立
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

「
青
島
大
康
紗
廠
工
舎
章
程
」
に
次
の
よ
う
に
唱
わ
れ
て
い
る
。

ω生
活
を
改
良
し
地
位
を
向
上
し
全
鰻
工
人
の
利
盆
を
圃
り
以
て
共
同
の
利
益
を
得
。

ω感
情
を
疏
逼
し
相
互
扶
助
を
貫
行
し
地
域
の
界

限
を
除
去
し
工
人
相
互
の
争
端
を
排
解
す
。
川
w智
識
を
増
準
し
工
人
の
自
費
を
喚
起
し
熱
心
に
工
舎
を
擁
護
す
。

の
みこ
にの
置 よ
かう
れに
た伺工
。曾

設
立
の
目
的
は

た
だ
第
働
者
の
経
済
的
燦
件
を
改
善
し
て
生
活
の
向
上
を
目
指
し
、
州
労
働
者
の
圏
結
を
強
化
す
る
こ
と

- 72ー

次
に
工
曾
組
織
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
工
曾
の
最
高
機
関
は
執
行
委
員
舎
で
あ
り
、

「
章
程
」
に
は
同
委
員
舎
を
分
け
て
秘
書
科
、
交
際

科
、
教
育
宣
停
科
、
調
査
科
、
庶
務
科
、
糾
察
隊
の
六
科
と
し
、

各
科
に
正
副
主
任
各
一
名
を
設
け
る
と
あ
る
(
第

一
五
僚
)。

工
場
の
各
作
業

場
で
は
労
働
者
一

O
人
ご
と
に
組
を
置
き
組
長
を
設
け
、
三
組
以
上
の
作
業
場
に
は
支
部
幹
事
舎
を
、
そ
れ
以
下
の
と
こ
ろ
に
は
支
部
書
記
一

人
を
置
い
た
。
糾
察
院
は
務
働
者
の
秩
序
維
持
を
目
的
と
し
て
お
り
、

一
O
人
で
一
組
と
し
て
組
長
を
設
け
、
五

O
人
で
一
固
と
し
て
園
長
を

四
国
を
一
陵
と
し
て
陵
長
を
置
い
た
。
そ
の
他
に
摘
款
分
配
委
員
舎
と
軍
警
招
待
委
員
舎
が
置
か
れ
た
。
前
者
は
外
部
か
ら
寄
附
金
を

集
め
分
配
す
る
機
関
で
、

五
人
で
構
成
さ
れ
て
お
り
内
三
人
が
紡
績
勢
働
者
、
一

一人
が
鍛
遁
傍
働
者
で
あ
っ
た
。
後
一
一
は
六
人
で
構
成
さ
れ
、

下
級
軍
人
の
正
副
指
揮
官
と
連
絡
し
て
彼
等
に
第
働
者
へ
の
同
情
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
大
康

紗
廠
工
舎
に
は
種
々
の
内
部
組
織
が
設
置
さ
れ
て
お
り
傍
働
者
聞
の
圏
結
を
は
か
り
連
絡
に
務
め
て
い
た
と
い
う
。
向
、
大
日
本
紡
で
の
ス
ト

設
け
、



ラ
イ
キ
開
始
後
、
内
外
綿
・
日
清
紡
で
結
成
さ
れ
た
工
舎
の
組
織
貧
態
は
不
明
で
あ
る
。

伺

第
働
者
の
要
求

四
月
一
九
日
に
大
康
紗
廠
工
舎
が
舎
社
側
に
提
出
し
た
一
三
箇
傑
の
要
求
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一
、
工
禽
を
正
式
に
承
認
し
て
空
渉
圏
睡
と
し
て
認
め
る
こ
と
。

二
、
日
給
者
の
賃
銀
を
一
律
に
大
洋

一
角
増
加
す
る
こ
と
。
三
、
請
負

者
の
賃
銀
を
一
律
に
二
割
五
分
増
加
す
る
こ
と
。
四
、
夜
勤
者
の
飯
代
を
本
日
よ
り
一

律
に
倍
加
す
る
こ
と
。
五
、
給
料
の
支
梯
が
牢
箇

月
も
遅
延
せ
ざ
る
こ
と
、
叉
賃
銀
二
割
押
牧
制
度
を
撤
慶
す
る
こ
と
。
六
、
公
傷
者
に
醤
薬
の
外
、
日
給
を
支
給
し
禽
社
以
外
に
お
い
て

治
療
の
必
要
が
あ
る
時
は
そ
の
費
用
を
舎
祉
が
負
撞
す
る
こ
と
。
七
、
宿
舎
費
の
菟
除
。
八
、
食
事
時
聞
を

一
時
聞
に
延
長
す
る
こ
と
。

九
、
今
後
日
本
人
の
殴
打
罵
晋
禁
止
。
十
、
今
後
口
貫
を
設
け
工
曾
代
表
を
解
雇
す
る
を
得
.
さ
る
こ
と
。
十
て
州
労
働
者
が
廠
規
に
違
反

せ
る
時
は
工
曾
の
同
意
を
経
て
庭
分
す
べ
き
こ
と
。
十
二
、
曾
祉
が
第
働
者
よ
り
得
た
る
罰
金
は
工
舎
に
交
付
し
数
育
費
に
供
す
べ
き
こ

と
。
十
三
、
舎
祉
が
右
篠
件
を
承
認
し
た
る
時
は
契
約
書
を
作
成
し
、
保
護
人
と
共
に
記
名
調
印
す
べ
き
こ
と
。
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こ
の
要
求
に
は
次
の
よ
う
な
前
文
が
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
は
務
働
者
が
工
曾
を
組
織
し
待
遇
改
善
を
要
求
す
る
に
至
る
正
嘗
な
理
由
が
あ
る

こ
と
を
主
張
す
る
。

我
々
は
百
貨
騰
貴
の
矯
め
生
計
困
難
に
し
て
工
賃
は
生
活
を
維
持
す
る
に
足
ら
ず
、
廠
主
は
工
人
を
甚
だ
虐
待
し
物
債
に
雁
じ
て
工
賃

を
増
給
す
る
こ
と
な
く
、
却
て
盆
々
藍
迫
せ
り
故
に
我
々
は
自
衛
の
篤
め
園
結
し
て
工
曾
の
組
織
を
篤
せ
り
其
目
的
は
相
互
に
扶
助
し
感

情
を
連
結
し
且
つ
衆
力
を
以
て
廠
主
に
文
明
的
要
求
を
篤
し
以
て
工
賃
を
物
債
の
騰
貴
に
薩
じ
て
増
加
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
り
、
断
じ

倒

て
規
外
の
思
想
並
び
に
行
動
な
し
。

ま
た
、

四
月
二
四
日
に
内
外
紗
廠
工
曾
が
禽
社
側
に
提
出
し
た
要
求
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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大
康
資
本
主
は
横
暴
頑
固
に
し
て
大
康
工
舎
の
要
求
を
容
れ
ず
、
我
々
は
之
を
坐
覗
す
る
に
忍
び
ず
。
願
は
く
は
大
康
工
場
主
を
し
て
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其
要
求
を
容
れ
し
む
る
様
奇
麗
カ
せ
ら
れ
た
く
、

且
貴
廠
に
於
て
右
要
求
の
同
一
の
傑
件
を
以
て
我
々
を
優
遇
せ
よ
。

一、

随
意
に
身
瞳
及
宿
舎
を
捜
索
し
幼
年
工
の
殴
打
悪
罵
は
勿
論
理
由
な
く
慮
罰
す
る
を
許
さ
ず
。
二
、

冊
目
給
は

一
日
一

角
を
増
加
す

る
こ
と
。
四
請
負
は
原
債
に
照
し
て
二
割
五
分
増
加
す
る
こ
と
。

同
夜
勤
は
食
費
を
倍
加
す
る
こ
と
。
問
日
曜
は
休
業
し
常
の
如
く
工

賃
を
護
給
す
る
こ
と
。
三
、
賃
銀
差
押
制
度
の
贋
止
。
四、

職
工
が
公
傷
を
受
け
た
る
場
合
は
醤
薬
代
は
曾
社
之
を
負
措
し
、
其
の
期
間

内
は
給
料
全
部
給
す
る
こ
と
。
五
、
宿
舎
料
の
兎
除
。
六
、
食
事
時
聞
を
一
時
間
に
延
長
す
る
こ
と
。
七
、
罰
金
は
工
舎
の
数
育
費
に
充

つ
る
こ
と
。
八
、
一
六
歳
以
下
の
幼
年
工
の
第
働
時
聞
は
八
時
間
た
る
こ
と
。
九
、
女
工
の
月
経
時
は
休
業
せ
し
む
る
こ
と
。
十、

曾
祉

は
大
康
紗
廠
を
促
し
て
職
工
の
要
求
を
容
れ
し
め
罷
業
を
解
決
す
る
こ
と
。
十
一
、
罷
業
期
間
内
の
賃
銀
を
支
梯
ふ
ベ
し
。
十
二
、
罷
業

同

の
矯
め
職
工
を
解
雇
す
る
を
得
ず
。

四
月
二
五
日
に
隆
輿
紗
廠
工
舎
か
ら
曾
社
側
に
提
出
さ
れ
た
要
求
書
も
内
外
紗
廠
工
曾
の
も
の
と
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
。
上
記
の
要
求
書
か
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ら
内
外
綿

・
日
清
紡
の
要
求
が
第
一
に
大
康
紗
廠
工
禽
の
要
求
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
の
も
の
、
即
ち
南
祉
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
同
情
争
議
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
大
康
紗
廠
工
禽
の
要
求
と
の
大
き
な
差
異
は
工
舎
に
関
す
る
要
求
が
全
く
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

争
議
設
生
首
時
に
内
外
綿
・
日
清
紡
の
M

労
働
者
は
未
だ
貫
佳
の
あ
る
工
曾
組
織
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

伺

四
月
二
九
日
、
第
働
側
は
復
業
の
篠
件
と
し
て
槍
口
の
鐘
紡
と
の
同
一
待
遇
を
要
求
し
た
が
、
鐘
紡
と
四
方
三
祉
の
第
働
篠
件
に
は
次
の
よ

う
な
差
異
が
あ
っ
た
と
い
う
。

前
者
〈
鐙
紡
||
引
用
者
)
は
賃
銀
は
必
ず
二
五
日
に
締
切
り
月
末
迄
に
は
支
排
ふ
し
元
以
下
も
大
洋
で
勘
定
す
る
。
宿
舎
の
定
員
も
四

名
で
食
事
時
間
も
罷
業
三
舎
祉
の
二

O
分

(
運
縛
中
止
せ
す
〉
に
封
し
四
五
分
機
械
の
運
轄
を
止
め
一
時
間
の
休
憩
時
聞
を
興
へ
て
居
る
。

制

及
童
業
者
に
は
四
仙
の
排
嘗
補
助
を
、
夜
業
者
に
は
日
給
の

一
割
増
手
嘗
を
給
し
賃
銀
五
六
仙
で
十
二
仙
五
置
の
差
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
第
働
者
の
諸
要
求
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
第
一
次
争
議
の
基
本
的
性
格
は
主
に
第
働
傑
件
の
改
善
を
求
め
る
経
済
闘
争
で
あ



る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

伺

多5

使

調

停

五
月
一
日
、
警
察
臆
長
陳
揺
は
青
島
の
四

O
除
の
各
種
圏
鐙
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
青
島
市
民
公
舎
に
争
議
の
調
停
を
依
頼
し
た
。
同
日
、

青
島
市
民
公
曾
館
に
お
い
て
日
本
人
二
ハ
名
、
中
園
人
二
ハ
名
の
代
表
が
出
席
し
て
舎
合
が
聞
か
れ
日
中
隻
方
か
ら
二
名
ず
つ
委
員
が
選
出
さ

れ
て
調
停
委
員
舎
|
|
岡
伊
太
郎
(
謬
済
時
事
新
報
社
長

γ
榎
末
吉
(
山
東
経
済
時
報
社
長
)
・
巴
梅
五
(
市
民
公
曾
委
員
長
〉
・
李
被
披
(
済
象
瞥
院

帥

長
〉
|
|
が
成
立
し
た
。

二
日
、
委
員
曾
は
大
康
紗
廠
工
舎
の
提
出
し
た
一
一
一
一
箇
僚
の
要
求
を
中
心
に
峨
労
使
壁
方
の
主
張
を
聴
き
取
っ
た
が
、

、内
冴
一

b
h
v
 

隻
方
の
主
張
は
大
幅
に
食
い
違
い
容
易
に
妥
協
貼
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
三
日
、
舎
社
側
代
表
倉
田
敬
三
(
大
日
本
紡
)
・
佐
々

木
園
臓
〈
内
外
綿
〉
・
綿
貫
明
永
(
日
清
紡
)
の
三
氏
は
青
島
商
務
総
曾
曾
長
惰
石
卿
と
禽
見
し
、
市
民
公
禽
の
調
停
に
不
同
意
で
あ
る
旨
を
述

べ
て
争
議
解
決
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
四
日
、
青
島
総
領
事
堀
内
謙
介
は
禽
社
側
に
「
本
問
題
の
内
部
関
係
は
可
成
務
資
争
議
に
て
其
解
決
を

計
る
を
得
策
と
す
べ
し
、
夫
れ
が
矯
め
に
は
日
支
買
業
家
に
調
停
を
依
甥
す
る
こ
と
最
も
安
嘗
な
る
」
と
の
旨
を
説
示
し
た
。
曾
社
側
は
早
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速
、
青
島
日
本
商
業
曾
議
所
常
任
議
員
清
水
豊
一

・
田
港
郁
太
郎

・
村
地
卓
甫
と
青
島
商
務
総
曾
禽
長
陪
石
卿

・
副
曾
長
宮
世
雲
の
五
人
に
調

停
を
依
頼
し
、
こ
こ
に
日
中
買
業
家
調
停
委
員
舎
が
成
立
し
た
。
六
日
、
日
本
側
委
員
と
舎
社
側
代
表
と
で
調
停
原
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も

と
に
日
本
側
委
員
と
中
園
側
委
員
が
協
議
を
進
め
た
。
七
日
、
中
国
側
委
員
は
工
曾
代
表
と
曾
見
し
て
そ
の
意
向
を
確
か
め
、
同
日
夕
刻
よ
り

警
察
鹿
長
陳
語
も
加
わ
っ
て
更
に
協
議
を
進
め
次
の
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
、
中
園
側
調
停
者
は
責
任
を
以
て
拙
労
働
者
を
無
篠
件
に
復
業
さ
せ
る
こ
と
。
二
、
日
本
側
調
停
者
は
曾
祉
を
し
て
復
業
と
同
時
に

一
定

の
優
待
篠
件
を
自
設
的
に
質
施
さ
せ
る
こ
と
。
三
、
争
議
の
首
謀
者
三
社
合
計
五
一
名
の
勢
働
者
に
つ
い
て
は
中
園
側
調
停
者
よ
り
識
旨

解
雇
を
な
し
、
曾
枇
よ
り
一
人
に
つ
き
賃
銀
三
箇
月
分
五

O
元
を
輿
え
る
。
四
、
舎
社
側
は
調
停
委
員
舎
に
劃
し
て
次
の
よ
う
な
聾
明
事
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項
を
提
出
し
、
復
業
と
共
に
こ
れ
を
新
聞
紙
上
に
護
表
す
る
。
襲
明
事
項
|
|
①
工
場
は
労
働
者
に
針
し
従
前
通
り
特
別
に
優
待
す
る
。
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②
成
績
優
良
な
る
も
の
に
劃
し
て
特
に
随
時
奨
賞
す
る
。
③
賃
銀
清
算
後
で
き
る
だ
け
速
く
支
排
う
。
④
従
来
附
労
働
者
の
風
紀
及
衛
生
に

遺
憾
の
黙
が
多
か
っ
た
が
今
後
は
必
ず
改
良
し
工
場
の
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
。

五
月
八
日
夜
、
堀
内
総
領
事
と
謬
襖
商
埠
督
加
公
署
戒
殿
司
令
部
徐
副
官
長
の
立
禽
い
の
下
に
次
の
調
停
案
を
確
定
の
上
、

日
中
買
業
家
調

停
委
員
舎
の

一
同
は
こ
れ
に
署
名
し
た
。

て
工
場
は
月
一
五
日
出
勤
し
た
傍
働
者
に
封
し
て
そ
れ
ぞ
れ
姿
粉
一

袋
に
限
り、

製
粉
舎
一
位
の
卸
値
よ
り
四
角
減
じ
て
頁
興
す
る
。

二
、
輩
夜
共
に
食
費
一
仙
を
増
加
す
る
。
三
、
毎
月
賃
銀
は
で
き
る
だ
け
速
か
に
支
梯
う
。
四
、
就
業
中
負
傷
し
た
州
労
働
者
に
劃
し
て
は
従

前
通
り
賃
銀
を
給
興
す
る
(
鐙
契
費
を
も
支
排
う
)
。
五
、
食
事
時
聞
は
従
前
通
り
三

O
分
と
す
る
。
但
し
童
業
者
に
は
午
後
三
時
夜
業
者

に
は
午
前
三
時
に
そ
れ
ぞ
れ

一
五
分
の
休
息
時
聞
を
興
え
る
。
六
、
今
後
工
場
職
員
は
傍
働
者
を
打
榔
罵
晋
す
る
を
得
ず
。
但
し
確
買
に

重
大
な
過
失
が
あ
る
者
は
こ
れ
を
解
雇
す
る
こ
と
を
得
る
。
七
、
今
後
賞
罰
は
必
ら
ず
公
卒
に
す
る
。
八
、
こ
の
度
の
復
業
に
際
し
賃
銀

制

の
外
に
二
日
分
の
賃
銀
に
相
賞
す
る
金
額
を
興
え
る
。
但
し
五
日
以
内
に
出
動
し
た
も
の
に
限
り
こ
の
権
利
を
享
有
す
る
。
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五
月
九
日
、
中
園
側
委
員
は
こ
の
調
停
候
件
を
工
舎
に
示
し
、
一

O
日
午
後
六
時
よ
り
復
業
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。

一
O
目
、
午
後
三

時
に
内
外
綿
と
日
清
紡
の
献
労
働
者
は
先
頭
に
「
罷
工
園
大
勝
利
」
と
記
し
た
大
旗
を
立
て
て
大
康
職
工
宿
舎
に
到
り
、
三
社
約
三
、

0
0
0名

の
務
働
者
が
集
ま
り
ス
ト
ラ
イ
キ
勝
利
祝
賀
大
舎
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
各
紗
廠
工
禽
の
立
札
が
並
べ
ら
れ
、
演
壇
を
設
け
て
、
日
中
の

調
停
者
と
陳
警
察
臆
長
等
が
共
に
臨
場
す
る
や
ラ
γ
パ
を
吹
奏
し
て
こ
れ
を
迎
え
、
工
曾
代
表
開
恩
棟
(
内
外
綿
労
働
者
)
が
調
停
者
を

一
同
に

紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
解
雇
献
労
働
者
は
一
同
に
封
し
て
「
自
分
等
五
一
名
は
犠
牲
と
な
り
た
る
も
蔦
一
、
他
の
職
工
の
解
雇
さ
れ
る
如
き
こ
と

あ
ら
ば
外
部
よ
り
援
助
す
ベ
く
、
五
月
一

O
日
を
、
氷
久
に
紀
念
す
ベ
し
」
と
し
て
工
舎
寓
歳
を
唱
え
、
紀
念
撮
影
を
し
て
散
曾
し
た
。
同
日
た

ふわ

だ
ち
に
各
工
場
附
近
に
紗
廠
工
禽
事
務
所
が
設
け
ら
れ
た
。

向
、
争
議
首
謀
者
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
傍
働
者
五
一
名
||
大
日
本
紡
二
五
名
、
内
外
綿
及
び
日
清
紡
計
二
六
名
ー
ー

は
全
員
が
役
附
職
工

A
刀
句

ふ
れ
V

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ス
ト
ラ
イ
キ
が
役
附
職
工
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
舎
祉
側
の
損
害



は
、
大
日
本
紡
九
三
、
六

O
O雨
、
内
外
綿
八
六
、

制

四
O
O雨
、
日
清
紡
二
八
、
八

O
O雨
と
護
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
治
口
の
在
華
紡
三
社
も

制

「
従
来
の
待
遇
で
満
た
な
い
も
の
は
四
方
の
三
工
場
と
同
様
改
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
。

四

第
二
次
・
青
島
在
華
紡
争
議

付

中
園
共
産
黛
の
闘
争
方
針

中
園
共
産
黛
は
一
九
二
五
年
一
月
の
第
四
回
全
園
黛
大
舎
で
園
民
革
命
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
全
面
的
に
打
ち
出

し
、
献
労
働
者
の
闘
争
を
先
頭
と
し
た
反
帝
民
族
運
動
の
展
開
を
め
ざ
す
と
い
う
革
命
戦
略
を
決
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
ル

l
ニ
ン
が
示
唆

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
革
命
戦
略
は
「
左
翼
偏
向
」
的
な
解
調
停
を
許
し
、
極
左
的
な
闘
争
を
生
み
出
す
可
能
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ

伺

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

共
産
議
は
青
島
在
肇
紡
で
の
州
労
働
争
議
を
次
の
よ
う
に
意
義
づ
け
て
い
た
。
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い
ま
大
日
本
紡
の
労
働
者
が
日
本
資
本
家
の
匪
迫
に
堪
え
ず
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
っ
た
が
、
こ
れ
は
中
園
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

が
帝
国
主
義
に
反
抗
す
る
最
も
意
義
の
あ
る
運
動
で
あ
る
。
:
:
:
こ
れ
は
た
だ
皐
純
な
階
級
闘
争
で
あ
る
だ
け
で
な
く
民
族
闘
争
に
お
い

制

て
も
重
大
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

さ
き
の
革
命
戦
略
の
立
場
か
ら
こ
の
争
議
は
即
日
本
帝
園
主
義
に
劃
す
る
反
帝
民
族
闘
争
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
週
間
績
い
た

第

一
次
争
議
は
経
済
闘
争
と
務
使
交
渉
に
終
始
し
、
共
産
黛
が
期
待
し
た
よ
う
な
反
日
民
族
運
動
へ
の
轄
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
争
議
第
働

納

者
も

「
日
本
の
資
本
家
な
る
が
故
に
と
い
う
感
情
は
決
し
て
無
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
民
族
闘
争
を
で
は
な
く
賃
務
働
者
と
し
て
第
働

争
議
を
闘
っ
て
い
る
と
い
う
自
売
を
持

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第

一
次
争
議
の
結
果
に
射
す
る
共
産
黛
の
い
ら
だ
ち
と
不
満
は
、
次
の

「青
島
日
本
人
紗
廠
工
人
罷
工
勝
利
宣
言
」
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(
五
月
一

O
日
附
)
に
明
白
に
見
ら
れ
る
。
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我
々
の
今
度
の
日
本
帝
国
主
義
と
の
闘
争
は
、
現
在
す
で
に
終
憶
し
た
。
我
々
は
遂
に
提
出
篠
件
に
劃
す
る
満
足
な
回
答
を
得
ら
れ
ず

し
て
戦
闘
を
中
止
し
た
。
し
か
し
我
々
は
養
精
蓄
鋭
あ
く
ま
で
目
的
を
達
成
せ
ず
に
は
お
か
ぬ
。
我
々
は
二

O
除
目
の
苦
闘
に
お
い
て
充

分
日
本
帝
園
主
義
者
の
詑
詐
を
味
わ
っ
た
。
我
々
は
明
日
か
ら
復
業
す
る
が
ど
こ
ま
で
も
工
舎
を
維
持
し
圏
結
に
よ

っ
て
最
後
の
勝
利
を

伺

期
す
る
。
:
:
:
全
中
園
被
匪
迫
人
民
連
合
準
攻
寓
歳
。
打
倒
帝
園
主
義
寓
歳
。

そ
こ
で
、
第
一
次
争
議
終
結
後
の
五
月
中
旬
、
中
華
全
園
総
工
禽
副
委
員
長
劉
少
奇
は
共
産
禁
の
指
導
を
強
化
し
反
帝
運
動
を
推
進
す
る
た

A
司

'伝
U
、

め
青
島
を
訪
れ
た
。
彼
は
四
方
機
廠
議
員
禽
議
で
青
島
在
華
紡
争
議
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
分
析
を
し
た
と
い
う
。

今
回
の
紡
績
第
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
勝
利
し
ま
し
た
。

く
、
反
動
軍
聞
は
狂
犬
で
し
か
な
い
こ
と
を
一
刻
た
り
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

A
リ
，

h
uv
 

か
。
彼
等
は
次
の
反
攻
に
出
て
く
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
:
:
:

し
か
し
、

あ
な
た
方
は
自
の
前
の
日
本
帝
国
主
義
は
凶
悪
な
狼
で
し
か
な

皆
さ
ん
、

敵
は
こ
れ
で
済
ま
せ
る
と
思
い
ま
す

こ
の
劉
少
奇
の
分
析
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
中
園
共
産
禁
は
日
本
帝
圏
主
義
と
軍
閥
を
打
倒
す
べ
き
敵
と
規
定
す
る
だ
け
で
あ
り
、
争
議
を

め
ぐ
る
客
観
情
勢
や
争
議
主
剛
腹
で
あ
る
第
働
者
の
力
量
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
現
質
的
な
認
識
を
有
し
て
い
た
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
青
島

zhυ
、

で
あ
り
、

- 78ー

在
華
紛
争
議
を
直
接
に
指
導
し
て
い
た
の
は
中
園
共
産
禁
青
島
市
委
員
曾
(
書
記
部
恩
銘
)
及
び
そ
の
四
方
支
部
〈
書
記
李
慰
農
〉

共

産
禁
は
同
争
議
に
つ
い
て
大
き
な
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

。
工
舎
に
よ
る
新
た
な
闘
争

五
月
一

O
日
に
争
議
は
一
日
一
解
決
を
み
た
が
、
そ
の
際
解
雇
さ
れ
た
努
働
者
は
依
然
と
し
て
四
方
附
近
に
留
ま
り
工
舎
の
専
従
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
た
。
中
園
共
産
議
の
指
導
下
に
四
方
三
祉
の
工
舎
は
青
島
紗
廠
総
工
舎
を
組
織
し
、
そ
の
執
行
委
員
曾
本
部
は
内
外
綿
紗
廠
工
曾
事

務
所
内
に
置
か
れ
た
。
工
曾
側
は
曾
社
側
及
び
中
園
官
憲
が
「
己
む
な
く
歎
-
初
附
し
て
い
る
」
工
舎
を
正
式
に
承
認
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

d
q
 

怠
業
を
闘
争
手
段
と
し
、
各
社
別
に
異
な
る
諸
要
求
を
提
出
し
て
争
議
を
纏
績
す
る
と
の
方
針
を
採
っ
た
。
以
下
、
各
社
ご
と
に
工
舎
に
よ
る



闘
争
と
そ
の
要
求
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

大
日
本
紡
で
は
五
月
一
日
午
後
一
一
時
頃
、
日
本
人
監
督
が
献
労
働
者
を
殴
打
し
た
た
め
第
働
者
て
六

O
O名
は
そ
れ
に
抗
議
し
て
工
場
を

一
五
日
午
前
三
時
、
陳
諮
警
察
鹿
長
が
第
使
調
停
に
訪
れ
、
次
の
工
舎
の
要
求
を
曾
祉
側
が
承
諾
す
る
こ
と
で
朝
六
時
か
ら
全
第

退
場
し
た
。

働
者
は
復
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

て
中
園
人
を
殴
打
し
た
日
本
人
を
巌
罰
に
庭
し
及
び
中
園
官
憲
に
詫
を
入
れ
さ
せ
る
。
二
、
今
夜
出
廠
し
て
い
た
第
働
者
の
賃
銀
を
減

じ
な
い
。
三
、
約
束
し
た
優
待
篠
件
を
す
べ
て
賀
行
す
る
こ
と
。
四
、
公
傷
者
の
監
禁
費
を
曾
社
側
が
負
捨
し
、
治
療
期
聞
の
賃
銀
を
支

A
J
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給
す
る
こ
と
。

と
こ
ろ
が
、
事
態
は
こ
れ
で
牧
ま
ら
な
か
っ
た
。
同
一
五
日
午
後
六
時
牢
頃
、
共
産
議
員
で
あ
る
解
雇
献
労
働
者
蘇
美
一
等
に
率
い
ら
れ
た
第

働
者
三

O
O
J四
O
O名
が
大
康
自
治
宿
舎
を
襲
い
、
宿
舎
内
に
い
た
第
働
者
数
百
名
は
こ
れ
に
雁
戦
す
る
と
い
う
大
規
模
な
傍
働
者
内
部
の

抗
争
が
護
生
し
た
。
こ
の
内
部
抗
争
は
前
夜
の
務
使
紛
争
後
に
再
び
「
工
場
内
の
秩
序
擾
凱
」
を
計
董
し
つ
つ
あ
る
工
禽
指
導
者
に
反
射
す
る

J

噌

第
働
者
(
元
工
舎
糾
察
隊
員
を
含
む
〉
を
、
共
産
禁
に
指
導
さ
れ
た
献
労
働
者
が
襲
撃
し
た
た
め
に
起
き
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
第
一

衣
争
議
の
中
心
を
捨
っ
た
大
日
本
紡
州
労
働
者
の
内
部
分
裂
を
示
し
て
お
り
、
三
週
間
に
わ
た
る
苦
闘
の
直
後
に
再
び
争
議
を
計
萱
す
る
工
舎
の

闘
争
方
針
に
反
劃
す
る
第
働
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
清
紡
で
は
五
月
一
五
日
、
隆
輿
紗
廠
工
舎
が
首
位
の
紡
績
機
械
は
新
式
で
生
産
能
率
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
請
負
賃
が
低
い
と
し
て
、

同

そ
の
引
き
上
げ
を
要
求
し
、
舎
祉
に
承
諾
さ
せ
る
た
め
怠
業
闘
争
を
開
始
し
た
。

- 79ー

第
二
次
争
議
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
内
外
綿
務
働
者
で
あ
っ
た
。
五
月
一
八
日
、
内
外
紗
廠
工
舎
は
合
同
社
側
に
次
の
よ
う
な
要
求
を
提
出
し

た
。

271 

て
務
働
者
を
採
用
す
る
と
き
は
日
本
人
が
直
接
な
さ
ず
、
見
廻
り
幾
人
入
用
と
通
知
し
見
廻
り
に
て
採
用
す
る
。
二
、
精
紡
人
員
増
加

の
こ
と
、
外
に
三
箇
所
人
員
増
加
の
こ
と
。
三
、
練
候
の
柑
労
働
者
受
持
ち
蓋
数
を
縮
少
の
こ
と
。



272 

ま
た
、

Aw 
h
uv
 

工
舎
は
辞
令
を
自
ら
護
し
労
働
者
の
配
置
及
び
役
附
き
に
つ
い
て
干
渉
し
た
。
曾
社
側
の
争
議
報
告
書
は
、

こ
の
工
曾
活
動
の
模
様

に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

工
場
内
に
お
い
て
勝
手
に
工
舎
の
辞
令
を
振
り
回
し
て
職
工
を
移
動
し
、
或
は
採
用
し
、
叉
各
部
人
員
増
加
を
要
求
し、

或
は
休
憩
時

間
中
に
限
ら
れ
た
る
特
殊
機
械
掃
除
を
な
す
職
工
を
休
憩
時
間
な
れ
ば
仕
事
す
べ
か
ら
ず
と
て
殴
打
妨
害
し
、
日
本
人
の
言
は

一
も
用
ひ

開

ず
、
一
に
も
工
舎
、
こ
に
も
工
舎
、
工
曾
高
能
な
り
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
工
禽
の
承
認
だ
け
で
な
く
、
す
す
ん
で
工
場
管
理
権
を
も
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
舎
社
側
は
非
常
な
危
険
を

内
蔵
し
て
い
る
と
警
戒
の
念
を
深
く
し
て
そ
の
態
度
を
著
し
く
硬
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同

争
議
へ
の
封
腰

第

一
次
争
議
が
護
生
す
る
と
、

四
月
一
一
一
一
日
青
島
大
日
本
紡
代
表
倉
田
敬
三
は
次
の
よ
う
な
談
話
を
護
表
し
て
曾
祉
側
の
態
度
を
明
ら
か
に

- 80-

し
た
。

一
三
箇
僚
の
候
件
中
不
嘗
な
工
人
舎
の
設
立
は
曾
祉
と
し
て
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
要
す
る
に
全
佳
と
し
て
は
比
較
的
秩
序
立
っ
た
運

動
で
相
嘗
根
援
も
あ
る
が
、
資
金
の
出
所
が
な
い
か
ら
永
績
は
疑
問
で
あ
る
。
併
し
舎
祉
は
あ
く
ま
で
卒
和
に
解
決
し
た
い
希
望
で
今
年

山
東
の
褒
が
不
作
で
褒
粉
が
高
い
か
ら
之
を
補
助
す
る
意
味
か
ら
多
少
手
嘗
を
増
さ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、

同
岬

腹
案
で
あ
る
。

そ
れ
は
罷
業
と
切
離
し
て
の

舎
祉
側
は
嘗
初
か
ら
工
舎
は
絶
割
に
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、

工
舎
が
提
出
し
た
一
三
箇
僚
の
要
求
の
内
の
工
曾
に
闘
す
る
篠
項
は
一
切
拒
絶
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
記
の
談
話
に
見
え
る
よ
う
に
舎
祉
側
は
工
曾
運
動
に
あ
る
程
度
の
「
根
擦
」
を
認
め
て
お
り
、

解
決
し
た
い
」
と
妥
協
の
除
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
賞
際
、
曾
社
側
は
工
舎
代
表
を
交
渉
相
手
と
し
て
争
議
の
調
停
に
臨
ん
だ
こ
と
は
す

「
あ
く
ま
で
卒
和
に

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。



次
に
日
本
政
府
の
封
麿
を
見
て
み
よ
う
。
青
島
に
お
け
る
日
本
嘗
局
の
争
議
に
射
す
る
態
度
と
行
動
は
、
終
始
衣
に
奉
げ
る
堀
内
謙
介
総
領

事
に
あ
て
た
四
月
二
四
日
の
外
務
省
の
訓
電
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

賃
銀
値
上
要
求
、
就
業
時
間
短
縮
等
経
済
上
の
問
題
に
閲
し
て
曾
祉
と
職
工
側
に
直
接
談
合
せ
し
め
、
暴
動
の
取
締
り
に
就
て
は
支
那

官
憲
に
委
せ
て
日
本
側
は
極
力
渦
中
に
投
じ
な
い
様
に
す
る
こ
と
、
但
し
緊
急
の
事
態
護
生
の
場
合
は
遁
嘗
の
虚
置
を
講
じ
在
留
民
保
護

A
可叫
，

h
uy
 

に
手
落
な
き
様
す
ベ
し
。

一
方
、
中
園
官
憲
は
日
本
嘗
局
か
ら
の
要
請
も
あ
り
各
工
場
の
保
護
、
職
工
宿
舎
の
監
視
と
警
戒
を
行
な
っ
て
い
た
が
、

制

第
働
者
の
立
場
に
同
情
的
で
あ
っ
た
。
中
園
嘗
局
の
争
議
へ
の
封
躍
は
、

と
が
で
き
る
。

し
か
し
最
初
か
ら

五
月
四
日
に
山
東
省
議
長
が
護
し
た
第
働
者
側
へ
の
勧
告
に
見
る
こ

罷
業
運
動
は
所
謂
努
働
争
議
の
範
園
に
局
限
す
ベ
し
。

品
川
智

ふ

mv
様。

決
し
て
他
工
場
を
誘
引
し
或
は
園
交
に
関
係
す
る
が
如
き
言
動
を
篤
さ
ざ
る

- 81ー

日
本
及
び
中
園
嘗
局
は
単
な
る
第
働
争
議
で
あ
れ
ば
強
権
的
に
干
渉
す
る
こ
と
な
く
容
認
す
る
と
い
う
態
度
を
取
っ
た
。
こ
う
し
た
政
治
的

燦
件
こ
そ
第
一
次
争
議
に
お
い
て
鉱
労
働
側
が
勝
利
し
得
た
重
要
な
原
因
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
且
争
議
が
解
決
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

五
月
一
五
目
前
後
か
ら
四
方
三
社
と
も
工
舎
の
指
導
下
に
怠
業
が
行
な
わ
れ
何
時
ス
ト
ラ
イ
キ
が
再
護
す
る
か
も
し
れ
な
い
不
穏
な
朕
態
と
な

っ
た
。
禽
社
側
は
堀
内
線
領
事
に
事
態
の
改
善
を
訴
え
、
五
月
一
九
日
総
領
事
は
次
の
よ
う
な
公
文
を
謬
襖
商
埠
督
掛
温
樹
徳
に
提
出
し
て
、

工
舎
の
解
散
を
断
行
し
各
工
場
の
管
業
を
十
分
保
護
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。

罷
工
調
停
者
聞
の
申
合
せ
に
基
き
舎
社
側
に
て
解
雇
し
た
る
職
工
は
既
に
各
禽
祉
に
関
係
な
き
も
の
な
る
に
拘
ら
ず
今
向
工
舎
を
占
援

し
て
撞
に
各
社
の
職
工
を
煽
動
し
叉
何
等
の
権
限
無
く
し
て
各
社
内
部
の
役
割
及
作
業
に
も
干
渉
し
甚
し
き
に
至
り
で
は
各
社
の
職
工
に

射
し
て
工
場
内
作
業
役
割
の
辞
令
を
渡
給
し
曾
祉
を
し
て
職
工
の
指
揮
及
監
督
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
る
は
是
れ
正
し
く
営
業
の
妨
害
な

り
・
:
・
:
叉
民
閣
法
制
上
何
等
根
援
無
く
随
て
支
那
官
麗
の
認
可
を
受
く
る
能
は
ざ
る
に
拘
ら
ず
濫
り
に
工
舎
な
る
も
の
を
設
け
其
交
渉
権
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掛

を
舎
祉
に
承
認
せ
し
め
ん
と
し
た
る
等
、
此
の
種
の
事
買
は
軌
れ
も
不
法
の
行
掃
な
り
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
こ
に
傍
使
聞
の
争
黙
が
工
曾
に
よ
る
工
場
管
理
権
獲
得
へ
の
動
き
、
即
ち
曾
社
側
か
ら
す
れ
ば
経
皆
様
へ
の
侵
害
H
営
業
妨
害
と
な
っ
た

こ
と
が
明
白
に
見
て
と
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
在
華
紡
経
営
の
優
位
性
は
第
働
生
産
性
を
高
め
合
理
化
を
は
か
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
直
轄

制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、
工
舎
に
よ
る
工
場
管
理
権
獲
得
へ
の
動
き
は
ま
さ
に
在
華
紡
経
営
の
要
と
も
い
う
べ
き
直
轄
制
度
に
射
す
る
挑

戦
を
意
味
し
た
。
曾
祉
及
び
日
本
嘗
局
は
在
華
紡
経
営
の
一
根
幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
挑
戦
を
試
み
る
工
舎
を
も
は
や
黙
認
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
中
園
官
憲
に
射
し
て
、
工
曾
が
す
で
に
曾
祉
と
関
係
の
な
い
解
雇
労
働
者
に
よ
っ
て
「
占
援
」
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
民
園
法
制
上
何
等

根
擦
」
が
な
い
、
等
の
理
由
を
も
っ
て
こ
れ
を
断
乎
解
散
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。

伺

争
議
へ
の
弾
匡

五
月
二
五
日
、
温
督
掛
は
日
本
側
の
要
求
に
基
づ
き
陳
警
察
鹿
長
に
解
雇
州
労
働
者
の
原
籍
地
へ
の
迭
還
と
工
禽
の
解
散
を
命
じ
、
警
察
鹿
長

崎

は
同
日
午
後
三
時
保
安
陵
約
三

O
O名
を
率
い
て
四
方
に
至
り
、
工
舎
を
解
散
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
同
夜
六
時
の
交
替
時
に
な
る
と
、

- 82-

大
日
本
紡

・
内
外
綿

・
日
清
紡
三
祉
の
傍
働
者
約
七
、

0
0
0名
は
日
本
人
を
工
場
に
寄
せ
つ
け
ず
、
機
械
の
運
轄
を
中
止
し
、
ラ
ッ
プ
ボ
l

翌
二
六
日
も
努
働
者
は
工
場
を
占
援
し
摺
け
、
こ
れ
に
封
し
て
中
園
官

ド
(
綿
花
を
巻
き
と
る
鍬
棒
〉
や
木
材
を
携
え
て
各
工
場
を
占
接
し
た
。

制

憲
は
全
く
無
力
で
あ
っ
た
。
二
六
日
堀
内
組
領
事
は
蔦

一
の
場
合
に
備
え
る
た
め
軍
艦
と
陸
戦
隊
を
嘗
地
に
急
汲
す
る
よ
う
に
外
務
大
臣
に
要

請
電
報
を
打
ち
、
同
時
に
督
跡
公
署
に
封
し
軍
隊
を
汲
遣
し
工
場
占
擦
中
の
第
働
者
を
全
部
工
場
外
へ
退
出
さ
せ
る
こ
と
、
解
雇
傍
働
者
を
首

絢

商
埠
地
外
に
腫
逐
す
る
こ
と
、
各
工
舎
の
解
散
を
賀
行
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
承
諾
さ
せ
た
。

五
月
二
七
日
午
前
六
時
、
堀
内
組
領
事
の
要
求
に
基
づ
い
て
督
榔
公
署
か
ら
保
安
除
四

O
O名
が
汲
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
督
掛
代
理
蒋
秘

書
長
と
牟
外
交
課
長
な
ど
の
公
署
員
が
同
行
し
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
卒
和
的
に
争
議
を
解
決
し
よ
う
と
三
祉
の
役
附
職
工
を
集
め

り
は
来
禽
せ
ず
〉
穏
便
に
工
場
よ
り
退
出
す
る
よ
う
に
読
議
し
た
が
失
敗
に
移
っ
た
。
同
夕
刻
牟
外
交
課
長
は
堀
内
総
領
事
を
来
訪
し
次
の
よ

(
日
清
紡
よ



う
に
情
況
を
説
明
し
た
。

職
工
等
は
今
や
極
端
に
興
奮
し
て
い
る
に
附
、
こ
の
際
穏
便
に
工
場
を
退
出
せ
し
む
る
こ
と
到
底
見
込
な
く
、
も
し
賞
力
を
用
ゆ
る
に

於
て
は
或
は
工
場
破
壊
の
如
き
不
幸
な
る
結
果
を
招
致
す
る
や
も
知
れ
ざ
る
に
附
、
数
日
開
現
肢
の
ま
ま
置
き
職
工
の
精
々
鎮
静
す
る
を

倹
っ
て
彼
等
を
退
出
せ
し
む
る
こ
と
し
度
し
。

こ
れ
に
射
し
て
組
領
事
は
中
園
嘗
局
の
措
置
が
甚
だ
手
緩
い
こ
と
を
責
め
、
現
在
の
よ
う
に
第
働
者
が
工
場
を
占
援
し
た
ま
ま
無
期
限
に
推

M
W
 

移
す
る
こ
と
は
到
底
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
明
し
た
。

一
方
、
二
七
日
内
外
紗
廠
工
禽
は
次
の
よ
う
な
闘
争
戦
術
を
採
用
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。て

舎
祉
が
要
求
を
聞
か
ぎ
る
と
き
は
死
す
と
も
退
場
せ
ず
。
二
、
軍
隊
が
来
る
と
き
に
は

一
斉
に
抵
抗
す
る
。
三
、

紛

破
壊
及
び
放
火
を
最
も
恐
れ
て
お
り
最
後
は
放
火
す
る
こ
と
。

日
本
人
は
機
械
の

こ
う
し
た
過
激
な
闘
争
戦
術
の
採
用
が
、
後
に
内
外
綿
第
働
者
の
み
に
死
傷
者
を
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
青
島
日
本
線
領
事
館
の
争
議
報
告

に
よ
れ
ば
、
内
外
綿
工
場
に
は

「上
海
よ
り
来
た
る
も
の
あ
り
、
彼
等
は
凱
暴
者
多
く
て
何
事
も
腕
力
沙
汰
に
訴
え
ん
と
す
る
傾
向
あ
り
」
と

さ
れ
て
お
り
、
内
外
綿
争
議
が
他
社
よ
り
も
激
化
し
た
原
因
は
上
海
出
身
第
働
者
の
存
在
に
求
め
ら
れ
て
い
側
。

事
態
の
重
大
さ
を
察
し
た
日
本
政
府
は
、
掘
内
線
領
事
の
要
請
に
答
え
て
放
順
よ
り
腫
逐
艦
捜
・
樺
の
二
艦
を
急
涯
し
つ
一
八
日
着
)
、
別
に

帥
開

佐
世
保
よ
り
軍
艦
龍
田
を
汲
遣
す
ベ
く
準
備
を
整
え
さ
せ
た
。
二
七
日
、
芳
津
謙
吉
公
使
は
北
京
政
府
外
交
部
を
訪
れ
、
日
本
人
の
生
命
財
産

を
保
護
す
る
た
め
中
園
嘗
局
は
保
安
陵
を
涯
遣
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
済
南
よ
り
山
東
督
軍
の
軍
隊
を
現
場
に
急
渡
し
て
適
確
有
数
な
る
措
置

を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
た
。
外
交
部
は
事
件
の
事
大
な
事
に
驚
き
、
芳
津
公
使
に
劃
し
て
早
速
謬
襖
督
緋
温
樹
徳
と
山
東
督
緋
張
宗
昌
と
に
打

制

電
し
て
適
切
な
る
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
旨
を
約
束
し
た
。
ま
た
、
奉
天
の
船
津
辰
一
郎
総
領
事
は
、
二
八
日
張
作
一
森
を
訪
れ
、
張
宗
昌
に
削
到
し

巌
重
に
取
締
り
を
加
え
る
よ
う
電
訓
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。
日
本
政
府
の
要
請
は
北
京
政
府
外
交
部
と
張
作
震
と
に
よ
っ
て
済
南
の
張
宗

、別#一
'旧
V

昌
に
訓
令
さ
れ
、
二
八
日
午
後
張
宗
昌
は
青
島
の
温
督
耕
に
劃
し
務
働
者
弾
匪
を
電
話
で
指
示
し
た
。
た
だ
ち
に
青
島
の
督
耕
公
署
で
は
協
議

- 83ー
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に
入
り
、
夜
間
に
至
っ
て
次
の
よ
う
な
決
定
を
み
た
。

一
、
今
回
の
罷
工
風
潮
は
殿
風
な
る
手
段
に
よ
り
こ
れ
を
解
決
す
る
。
二
、
現
に
各
工
場
第
働
者
が
工
場
機
械
を
強
占
し
つ
つ
あ
る
い
は

治
安
を
妨
害
し
各
工
場
の
財
産
及
び
外
人
の
生
命
に
影
響
す
る
に
附
、
軍
隊
は
工
場
内
の
傍
働
者
を
華
工
宿
舎
に
退
出
せ
し
め
同
時
に
罷

業
首
脳
者
を
逮
捕
訊
問
す
ベ
し
。
寓

一
反
抗
す
る
も
の
あ
る
と
き
は
武
力
を
以
て
之
を
庭
分
す
ベ
し
。
三
、
周
管
長
は
歩
丘
二
大
隊
、
騎

丘
二
小
隊
、
保
安
除
二
個
大
陵
、
陸
戦
隊
六
個
中
隊
、
消
防
隊
全
除
、

差
遣
隊
一
隊
を
率
い
四
方
に
到
り
徐
副
官
長
の
指
揮
を
受
け
る
。

日
本
首
局
で
も
、
総
領
事
館
附
警
察
官
を
各
工
場
の
要
所
に
配
置
す
る
と
同
時
に
棲
・
樺
の
二
艦
よ
り
高
一
の
場
合
即
時
陸
戦
隊
を
波
遣
し

M
W
 

得
る
よ
う
に
二
艦
を
大
港
埠
頭
に
横
附
け
に
し
た
。

五
月
二
九
日
午
前
四
時
、
中
園
官
憲
及
び
軍
隊
一
、

七
O
O名
は
各
工
場
に
配
置
さ
れ
直
ち
に
第
働
者
の
工
場
か
ら
の
追
出
し
に
着
手
し
た

が、

大
日
本
紡
・
日
清
紡
の
州
労
働
者
は
抵
抗
す
る
こ
と
も
な
く
退
出
し
て
そ
れ
ぞ
れ
職
工
宿
舎
に
牧
容
さ
れ
た
。
し
か
し
内
外
綿
労
働
者
の
一

退
去
せ
ず
途
に
寅
弾
を
護
射
す
る
に
至
っ
た
。

」
の
た
め
即
死
者
一
名

重
傷
者
六
名
(
内一
四
名
は
そ
の
後
死
亡
)
、

軽
傷
者

一
六
名
を
出
す
流

- 84-

部
は
第
六
工
場
に
立
て
こ
も
り
ラ
ッ
プ
ボ

l
ド
な
ど
を
手
に
し
て
中
園
官
憲
に
頑
強
に
抵
抗
し
、
官
憲
側
は
空
砲
を
以
て
威
嚇
し
た
が
容
易
に

血
の
惨
事
を
み
た
。
こ
れ
と
同
時
に
中
園
官
憲
は
工
禽
事
務
所
の
撤
蔵
、
争
議
首
謀
者
の
逮
捕
に
着
手
し
、
約
二
時
間
で
そ
の
目
的
を
達
し
た

(
内
外
綿
三
二
名
、
大
日
本
紡
二
四
名
、
日
清
紡
二
四
名
計
八

O
名
)
。

三
社
と
も
傍
働
者
に
よ
る
機
械
そ
の
他
の
破
壊
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、

こ
の
放
火
は
内
外
綿
日
本
人
職
員
の
手
に
よ
り
消
し
止
め
ら
れ
、

伺

た
。
こ
う
し
て
四
日
聞
に
わ
た
っ
た
傍
働
者
の
工
場
占
擦
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

以
上
の
よ
う
に
武
力
弾
匪
に
よ
っ
て
移
正
局
し
た
か
に
見
え
た
青
島
在
華
紡
争
議
は
、
七
月
二
三
日
に
大
日
本
紡
と
内
外
綿
で
再
渡
し
た
。

制

か
し
翌
二
四
日
張
宗
昌
が
青
島
に
赴
い
て
厳
重
な
取
締
り
を
行
な
い
、
争
議
は
搬
大
す
る
こ
と
な
く
鎮
静
し
た
。

内
外
綿
の
み
は
塵
道
(
落
綿
溜
)
に
放
火
さ
れ
た
。

大
事
に
は
至
ら
な
か
っし

五

お

わ

り



本
稿
の
ま
と
め
と
し
て

加
え
た
い
。

純

一
九
二
五
年
の
上
海
在
華
紡
争
議
と
の
比
較
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
青
島
在
牽
紡
争
議
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を

青
島
在
筆
紡
争
議
の
性
格
を
考
察
す
る
際
に
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
第
一
に
、
争
議
が
四
方
三
祉
の
み
に
護
生
し
約
三
一
・
五
キ
ロ
…
離

れ
た
治
口
の
三
社
に
は
波
及
し
な
か
っ
た
こ
と
が
拳
げ
ら
れ
る
。
鈴
江
言
一
は
こ
の
原
因
を
南
地
域
に
お
け
る
州
労
働
篠
件
の
格
差
に
求
め
て
い

例

制

る
が
、
あ
る
調
査
に
よ
る
と
鐘
紡
を
例
外
と
し
て
富
士
紡
・
長
崎
紡
の
献
労
働
候
件
は
四
方
三
社
と
比
べ
決
し
て
良
く
は
な
か
っ
た
。
で
は
何
故

に
争
議
は
治
口
に
波
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
主
要
な
原
因
は
、
青
島
在
華
紡
務
働
者
は
上
海
在
華
紡
第
働
者
と
異
な
っ
て
そ
れ

ま
で
務
働
運
動
や
民
族
運
動
の
経
験
も
な
く
賃
勢
働
者
と
し
て
の
階
級
的
形
成
も
初
歩
的
な
朕
態
で
あ
り
、
争
議
州
労
働
者
に
は
闘
争
を
治
口
ま

で
鎖
大
す
る
主
健
的
力
量
が
歓
け
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
争
議
は
青
島
在
華
紡
の
好
況
下
に
護
生
し
た
。

こ
の
こ
と
は
争
議
へ
の
曾
社
側
の
鈎
雁
を
柔
軟
な
も
の
と
し
、

治
口
の
在
華
紡
の
よ
う
に
争
議
議
防
策
と
し
て
自
主
的
に
傍
働
僚
件
を
改
善
す

F
D
 

O
O
 

る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
第
働
者
の
方
で
も
、
賃
銀
の
絶
針
額
は
低
か
っ
た
と
は
い
え
毎
年
上
昇
し
て
お
り
、
不
況
下
に
あ
っ
た
上
海
在
牽
紡

の
州
労
働
者
ほ
ど
窮
乏
化
に
よ
る
危
機
意
識
が
強
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
二
五
年
の
青
島
在
肇
紡
争
議
が
四
方
三
祉
の
傍
働
者
の
み

の
闘
争
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
同
争
議
の
基
本
的
性
格
が
経
済
闘
争
で
あ
っ
て
反
帝
民
族
闘
争
に
護
展
・
轄
化
で
き
な
か
っ
た
限
界
性
を
端
的

に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

M
開

第
二
に
、
争
議
の
主
導
的
役
割
を
捨
っ
た
の
が
役
附
職
工
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
役
附
職
工
は
直
轄
制
度
下
に
お
け
る
知
識
や
技
術
を
持

っ
た
中
間
管
理
務
働
者
と
し
て
、
資
本
と
献
労
働
者
の
結
節
黙
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
地
位
に
い
た
。
彼
等
は
本
来
務
働
の
指
揮
・
監
督
を
な
す

資
本
機
能
の
代
行
者
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
歴
史
の
浅
い
青
島
在
華
紡
で
は
資
本
に
射
す
る
相
射
的
濁
自
性
を
持
っ
た
配
下
第
働
者
の
要
求
の

代
詩
者
で
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

工
舎
運
動
や
労
働
争
議
は
こ
う
し
た
役
附
職
工
の
後
者
の
面
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、

工
舎

に
よ
る
工
場
管
理
擢
の
獲
得
要
求
は
役
附
職
工
の
労
働
の
指
揮
・
監
督
に
つ
い
て
の
「
既
得
権
」
の
横
充
及
び
保
障
を
目
指
す
も
の
で
は
な
か
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っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。

一
九
二
五
年
の
上
海
在
華
紡
争
議
が
不
熟
練
州
労
働
者
層
を
主
鐙
と
し
た
本
格
的
な
工
場
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
運
動
の
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開
始
で
あ
っ
た
の
に
射
し
、
同
年
の
青
島
在
華
紡
争
議
は
役
附
職
工
主
導
型
の
運
動
で
あ
り
、
雨
者
は
州
労
働
運
動
の
設
展
段
階
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
第
一
次
争
議
と
第
二
次
争
議
と
で
は
闘
争
の
性
格

・
形
態
等
が
著
し
く
相
違
し
て
い
た
。
第
一
次
争
議
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
大
日

本
紡
の
務
働
者
で
あ
り
、
彼
等
は
比
較
的
秩
序
立
っ
た
争
議
行
動
を
取
り
、
警
察
聴
長
陳
稲
や
日
中
買
業
家
を
調
停
者
と
し
て
州
労
働
傑
件
の
改

善
を
求
め
た
。
日
本
賞
局
と
中
園
官
憲
も
こ
う
し
た
務
働
争
議
に
射
し
て
強
権
的
な
干
渉
を
避
け
、

「嘗
事
者
の
商
議
協
定
に
待
つ
」
と
い
う

態
度
を
取
っ

た
。
第
二
次
争
議
に
お
い
て
は
内
外
綿
州
労
働
者
が
中
心
と
な
り
、
闘
争
戦
術
は
怠
業
か
ら
工
場
管
理
権
の
獲
得
、

工
場
占
擦
、

さ

ら
に
は
放
火
に
よ
る
工
場
破
壊
へ
と
漸
次
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
闘
争
戦
術
の
採
用
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

・
へ

ゲ
モ
ニ
ー
に
よ
る
反
帝
民
族
運
動
の
激
化
を
革
命
戦
略
と
す
る
中
園
共
産
禁
の
争
議
指
導
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
在
華
紡
で
の
努
働
争
議
を
即
日
本
帝
園
主
義
に
射
す
る
反
帝
民
族
闘
争
と
見
な
す
中
園
共
産
策
の
争
議
指
導
に
は
、
州
労
働
者
の
生
命
や
利

- 86ー

盆
を
第
一
に
守
る
と
い
う
、
極
左
的
闘
争
に
封
す
る
充
分
な
歯
止
め
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
青
島
在
筆
紡
献
労
働
者
に
は
中
園
共
産

黛
の
革
命
戦
略
を
措
い
う
る
主
陸
的
力
量
も
な
く
、
上
海
と
異
な
り
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
争
を
直
接
支
援
し
て
く
れ
る
諸
階
級
も
青
島
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
。
第
一
次
争
議
を
容
認
し
た
日
本
政
府
も
工
場
占
擦
に
進
ん
だ
第
二
次
争
議
に
射
し
て
は
「
既
に
州
労
働
争
議
の
問
題
を
離

伺

(
芳
調
停
公
使
の
設
言
)
と
し
て
中
園
首
局
に
断
乎
た
る
虚
置
を
要
求
し
た
。
こ
う
し
て
四
方
三
位
の
争
議

れ
禽
祉
と
傍
働
者
の
閥
係
に
あ
ら
ず
」

務
働
者
は
中
園
官
憲
の
武
力
弾
匪
を
受
け
、
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
の
青
島
在
華
紡
争
議
は
敗
北
し
た
と
は
い
え
、

そ
れ
は
青
島

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
提
醒
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
青
島
在
叢
紡
務
働
者
は
一
九
二
九
年

・
三
六
年
と
青
島

に
お
け
る
在
華
紡
全
祉
を
ま
き
こ
む
大
争
議
を
た
た
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

註ω
許
位
華
・
強
重
華
編
者
『
五
分
運
動
』
北
京
工
人
出
版
社
、

年
、
八
頁
。

一
九
五
六

ω
こ
の
争
議
に
関
す
る
主
な
専
論
と
し
て
は
、
島
一
郎
「
一
九
一
八
1
二

五
年
に
お
け
る
中
園
努
働
運
動
の
愛
展
同
」
(
『
同
志
社
大
暴
経
済
論
叢
』
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第
一
五
巻
第
一
一
獄
、
一
九
六
五
年
〉
、
向
山
寛
夫
「
中
園
に
お
け
る
反
帝

園
主
義
勢
働
運
動
出
」
(
『
園
皐
院
法
拳
』
第
六
巻
第
一
一
鋭
、
一
九
六
八

年
)
、
胡
校
本
・
田
克
深
「
五
品
川
運
動
在
山
東
青
島
地
区
的
爆
裂
及
歴
史

経
験
」
(
『
山
東
大
皐
文
屋
文
科
論
集
刊
』
一
九
八

O
年
第
二
期
)
が
あ

る
。
島
一
郎
と
向
山
第
夫
の
各
々
の
論
稿
は
一
次
史
料
を
使
用
し
て
お
ら

ず
、
概
設
の
域
を
出
て
い
な
い
。
胡
波
本
・
回
克
深
の
論
稿
は
専
論
と
し

て
最
も
良
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
青
島
在
華
紡
争
議
を
明
確
に
日
本
帝
園

主
義
に
糾
問
す
る
民
族
闘
争
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
黙
で
通
説
的

見
解
の
典
型
と
も
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
論
を
含
め
て
郵
中
夏
『
中
園
職

工
運
動
簡
史
』
等
こ
の
争
議
に
言
及
し
た
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
争
議
の
性

格
を
考
え
る
際
に
重
要
な
諸
事
寅
|
|
争
議
は
青
島
在
肇
紡
六
祉
の
う
ち

四
方
地
域
の
三
位
の
み
に
渓
生
し
た
こ
と
、
奉
天
汲
軍
閥
に
よ
る
武
力
強

墜
を
受
け
て
死
傷
者
を
出
し
た
の
は
内
外
綿
工
場
労
働
者
の
み
で
あ
っ
た

こ
と
、
日
中
貧
業
家
に
よ
る
労
使
調
停
活
動
等
々
を
無
視
な
い
し
経
観
し

て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
の
研
究
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
以
下
に
象
げ
る
よ
う
な
史
料
に
主
に
依
接
し
て
争
議
の
貧
態
を

可
能
な
か
ぎ
り
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
。

ω中
園
共
産
議
中
央
機
関
誌

『
期
間
導
週
報
』
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
共
産
筏
の
政
治
宣
俸
の
た
め

の
雑
誌
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
青
島
在
牽
紡
争
議
記
事
も
誕
の
反
帝
民

族
運
動
を
推
進
す
る
と
い
う
戟
略
に
沿
っ
て
日
本
帝
園
主
義
に
射
す
る
民

族
闘
争
の
側
面
を
と
り
わ
け
重
視
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

ω『
申
報
』

「青
島
電
」
の
二
二
篇
の
争
議
記
事
。
内
容
は
極
く
簡
単
で
あ
る
が
、
日

本
側
の
史
料
の
裏
附
を
と
る
た
め
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
『
時
報
』
に

は
二
篇
し
か
争
議
記
事
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

ω『東
京
朝
日
新
聞
』。

日
本
の
各
紙
の
中
で
最
も
多
く
(
七

O
篇
)
の
争
議
記
事
を
掲
載
し
て
お

り
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
青
島
特
波
員
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
紙
の
報

道
姿
勢
は
二
五
年
四
月
二
九
日
の
社
説
「
青
島
罷
業
の
一
考
察
」
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
民
族
蔑
観
的
な
在
華
紡
の
勢
務
管
理
に
批
剣
的
で
、
争
議
記

事
は
事
貧
関
係
が
中
心
で
あ
る
。

ω在
青
島
日
本
総
領
事
館
「
四
方
紡
績

罷
業
顛
末
」

一
九
二
五
年
九
月
(
外
務
省
史
料
『
支
那
暴
動

一
件
北
支
那

ノ
部
』
所
枚
、
史
料
番
競
M
T
五
三
二
一
五
五
|
一
)
。
日
本
及
び
中
園

嘗
局
の
命
令
書
や
訓
令
、
工
曾
の
要
求
書
や
宣
停
文
書
等
々
が
す
べ
て
網

羅
的
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
同
在
上
海
商
務
書
記
官

「
青
島

ニ
於
ケ
ル
華

人
労
働
者
待
遇
状
態
」
一
九
二
五
年
十
月
(
外
務
省
史
料
『
在
支
内
外
経

営
工
場
ニ
於
ケ
ル
労
働
者
待
遇
関
係
雑
件
』
所
段
、
史
料
番
続
三
七
二
一

O
Y
争
議
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に
青
島
在
華
紡
勢
働
者
の
状
態
を
調

査
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
労
働
者
の
状
態
を
詳
細
に
知
る
こ
と
の
で
き
る

史
料
で
あ
る
。

川

w
拙
稿
「
日
本
紡
績
資
本
の
中
園
進
出
と
『
在
華
紡
』
に
お
け
る
努
働
争

議
」
(『
世
界
史
に
お
け
る
地
域
と
民
衆
|
|
一
九
八

0
年
度
歴
史
皐
研
究

大
舎
報
告
|
|
』
青
木
書
庖
、
一
九
八

O
年
〉
は
こ
う
し
た
視
角
か
ら
一

九
二
五
年
上
海
の
在
肇
紡
争
議
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
照
せ
ら
れ

た
い
。

ω
一
九
二
五
年
蛍
時
の
中
園
共
産
黛
の
革
命
戦
略
を
賀
践
の
場
に
お
い
て

検
討
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
、
江
田
懲
治
「
上
海
五
・
三

O
運
動
と
労

働
運
動
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
四

O
巻
第
二
鋭
、
一
九
八
一
年
〉
が
指

摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

同
『
青
島
に
お
け
る
邦
人
紡
績
業
』
在
華
日
本
紡
績
同
業
舎
青
島
支
部
、

需
拡
行
年
不
明
、
二
J
一一一頁。

例
日
本
紡
績
資
本
が
青
島
に
進
出
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
高
村
直
助

- 87ー
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『
近
代
日
本
綿
業
と
中
園
』

章
が
詳
し
い
。

的
佐
々
木
藤
一
「
青
島
紡
績
業
に
就
き
て
」
(
紳
戸
高
等
商
業
皐
校

『大

正
=
ニ
年
夏
期
海
外
旅
行
調
査
報
告
』
一
九
二
五
年
、
二
五
六
J
二
五
七

頁)。

制
浦
野
重
雄
「
青
島
に
於
け
る
紡
績
業
」
(
紳
戸
高
等
商
業
翠
校
『
大
正

一
四
年
夏
期
海
外
放
行
調
査
報
告
』
一
九
二
六
年
、
ご
三
頁
)
。

例
『
青
島
新
報
』
一
九
二
五
年
八
月
一
三
日
附
。

帥
同
右
。

ω
一
九
二
四
年
の
各
社
の
配
嘗
率
は
、
鐘
紡
四
三
%
、
内
外
綿
三
O
%
、

大
日
本
紡
二
O
U
A
、
日
清
紡
一
六
%
、
富
士
紡
一
二
%
で
あ
る
。
鐙
紡
の

経
営
が
著
し
く
安
定
し
て
い
た
の
は
、
鐙
紡
青
島
工
場
は
三
二
番
手
綿
糸

の
み
濁
占
生
産
し
、
一

0
・
二
ハ
・
二
O
番
手
綿
糸
を
生
産
す
る
他
社
と

は
競
合
関
係
に
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
吉
岡
篤

三

「
青
島
に
於
け
る
邦
人
紡
績
業
」
(
紳
戸
商
大
商
業
研
究
所
『
昭
和
四

年
夏
期
海
外
放
行
調
査
報
告
』

一
九
一
一
一
O年
、
一
五
五
頁
〉
。

同
前
掲
「
青
島
に
於
け
る
紡
績
業
」

一一一一八
頁。

同
前
掲
「
青
島
ニ
於
ケ
ル
華
人
労
働
者
待
遇
状
態
L

四
四
頁
。

同
同
右
、
五
六
頁
。

帥
同
右
、
四
四
J
四
八
頁。

同
同
右
、
三
一
九
頁
。

仰
向
右
、
七
三
頁。

同
同
右
、
二
七
八
J
二
七
九
頁
。

同
同
右
、
一
O
一

J
一
O
二
頁
。
山
崎
良
吉
「
支
那
紡
績
業
の
現
状
と
其

将
来
」
(
『
大
日
本
紡
績
聯
合
曾
月
報
』
第
三
八
九
続
、
一
九
二
五
年
一

(
東
京
大
閉
山
干
出
版
舎
、

一
九
八
二
年
〉
第
四

月
〉
の
指
摘
に
よ
る
と
青
島
四
方
の
紡
績
労
働
者
は
「
多
く
は
附
近
の
住

民
な
る
を
以
て
八
割
内
外
は
通
勤
者
に
し
て
寄
宿
者
は
僅
に
二
割
内
外
な

り
」
と
い
う
。

帥
『
邦
人
紡
績
罷
業
事
件
と
五
品
川
事
件
及
各
地
の
動
揺
』
上
海
日
本
商
業

曾
議
所
、
一
九
二
五
年
、
一
五
二
頁
。
本
書
は
以
下
『
五
品
川
事
件
』
と
略

構
す
る
。

帥
拙
稿
「
中
園
近
代
産
業
労
働
者
の
状
態
」
(『
講
座
中
園
近
現
代
史
』
第

五
巻
、
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
七
八
年
)
二
O
四
頁
を
参
照
さ
れ
た

av 

伺
前
掲
「
青
島
ニ
於
ケ
ル
華
人
持
働
者
待
遇
状
態
L

一一一一

J
一
一
一
九

頁。

同
中
村
隆
英
「
五

・
三
O
事
件
と
在
華
紡
」
(
『
近
代
中
園
研
究
』
第
六

輯
、
一
九
六
四
年
、
一
一
一
一
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

帥
前
掲
「
青
島
-
一
於
ケ
ル
華
人
労
働
者
待
遇
朕
態
」

一二
四
頁
、
一
一
一
一
六

頁
、
一
四
七
頁
。
ま
た
宇
高
寧
『
支
那
労
働
問
題
』
(
大
阪
屋
書
庖
、一

九
二
五
年
〉
一
O
二
頁
と
前
掲
「
中
園
近
代
産
業
努
働
者
の
状
態
」
一
九

八
J
一
九
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同
円
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
七
四
八
J
七
四
九
頁
。

帥
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
五
月
一
一
一
日
附
。
以
下
、
『
東
京
朝
日

新
聞
』
・
『
申
報
』

・
『
時
報
』
は
す
べ
て

一
九
二
五
年
。

制
前
掲
「
青
島
ニ
於
ケ
ル
華
人
労
働
者
待
遇
状
態
」
七
七
J
七
九
頁
。

伺
同
右
、
九
五
頁
。

同
労
働
者
の
不
満
の
聾
に
つ
い
て
は
、

書
」
(
『
縛
導
週
報
』
第
一
一
一
一
鏡
、

、少』。
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青
島
大
康
紗
廠
全
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工
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九
二
五
年
四
月
)
を
参
照
の
こ



M
W

青
島
日
本
総
領
事
館
か
ら
外
務
省
に
あ
て
た
四
月
八
日
渡
「
東
方
通

信
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
上
海
紡
績
罷
業
で
味
を
し
め
た
共
産
焦
員

四
名
が
密
に
来
育
し
各
工
場
を
煽
動
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
り
と
の
風
設
に
脅

さ
れ
各
工
場
共
警
戒
中
で
あ
る
」
(
外
務
省
史
料
『
中
園
ニ
於
ケ
ル
労
働

争
議
関
係
雑
件
青
島
ノ
部
』
所
枚
、
史
料
番
競
S
九
四
四

0
1四〉。

帥
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
笑
顔
末
」
五
六
七
J
五
六
八
頁
。
『
申
報
』
四
月

一
五
日
附
。

伺
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
五
六
九
頁
。

帥
『
東
京
朝
日
新
聞
』
四
月
一
一
一
一
日
附
。
『
申
報
』
四
月
二
二
日
附
。

帥
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
一
一

1
六
一
一
一
一
良
。

帥
同
右
、
六
二
ニ
頁
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
四
月
一
一
一
一
一
日
附
。

帥
『
五
品
川
事
件
』
一
五
五
J
一
五
六
頁
。

制
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
L

六
一
七
J
六
一
八
頁
。
『
東
京
朝
日
新

聞
』
四
月
二
五
日
附
。

帥
碩
甫
「
青
島
日
本
紗
廠
工
潮
之
抜
大
」
(
『
禽
導
週
報
』
第
一
一
五
鏡
、

一
九
二
五
年
五
月
三
『
東
京
朝
日
新
聞
』
悶
月
一
一
六
日
附
。

倒
在
青
島
日
本
総
領
事
館
「
青
島
紡
績
罷
業
顛
末
」
一
九
二
五
年
四
月
、

一
八
頁
〈
前
掲
『
中
園
ニ
於
ケ
ル
労
働
争
議
関
係
雑
件
青
島
ノ
部
』
所

牧〉。

帥
『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
一
日
附
。

帥
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
一
ニ
二
J
六
三
四
頁
。

『申
報
』
四
月

三
O
臼
附
。

帥
『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
一
日
附
。
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六

三
七
頁
。

帥
四
月
三

O
日
夜
の
「
東
方
通
信
」

281 

(
前
掲
〉
で
は
衣
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。
「
四
方
紡
績
罷
工
職
工
は
既
に
罷
工
に
飽
き
巌
重
な
る
幹
部
の

警
戒
よ
り
挽
れ
郷
里
に
去
る
者
漸
く
増
加
し
て
来
た
。
大
日
本
紡
で
は
罷

工
職
工
よ
り
の
申
出
に
依
っ
て
二
十
九
日
、
一
一
一

O
日
の
二
日
に
亙
っ
て
一
一
一

月
十
日
よ
り
四
月
十
日
迄
の
給
料
を
支
挽
っ
た
が
:
:
:
四
方
方
面
の
罷
業

は
既
に
峠
を
越
し
た
の
感
あ
り
。
」

川
間
前
掲
「
青
島
ニ
於
ケ
ル
華
人
労
働
者
待
遇
状
態
」
二
九
五
J
二
九
六

頁。

帥
「
第
一
次
圏
内
革
命
戦
争
時
期
青
島
四
方
機
車
車
綱
製
造
廠
的
工
運
嗣

手
」
四
方
機
廠
老
工
人
訪
問
記
(
「
山
東
省
士
山
資
料
』
一
九
六

O
年
三
期
〉
。

在
青
島
総
領
事
堀
内
謙
介
「
穆
済
鍛
路
罷
業
終
熔
後
の
内
朕
に
関
す
る

件
」
大
正
一
四
年
三
月
一
八
日
(
前
掲
『
中
園
ニ
於
ケ
ル
労
働
争
議
関
係

雑
件
青
島
ノ
部
』
所
枚
)
。

同
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
五
六
四
J
五
六
六
頁
。

例
中
共
篤
史
人
物
研
究
舎
編
『
中
共
篤
史
人
物
停
』
第
二
容
、
侠
西
人
民

出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
六
二
J
六
三
頁
、
七
五
頁
。
四
方
小
皐
校
と
数

員
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
五
六
九
頁
に
詳
し
い
。

同
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
七
四
八
頁
。
奥
雨
銘
「
青
島
紗
廠
工
人

罷
工
之
始
末
」
(
『
禽
導
週
報
』
第
一
一
五
務
、
一
九
二
五
年
五
月
〉
。

倒
前
掲
『
中
共
黛
史
人
物
俸
』
第
二
巻
、
七
五
頁
。

帥

前

掲

「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六

O
九
頁
。

判
前
掲
「
青
島
ニ
於
ケ
ル
華
人
労
働
者
待
遇
紋
態
」
一
一
九
一
頁
。

同
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
五
六
九
J
五
七

O
頁。

伺
前
掲
「
青
島
紗
廠
工
人
罷
工
之
始
末
」
。
措
款
分
配
委
員
舎
に
銭
這
労

働
者
が
い
る
の
は
、
外
部
か
ら
の
寄
附
金
は
す
べ
て
謬
済
銭
路
工
舎
で
集

め
て
三
位
の
工
舎
に
分
配
し
た
関
係
に
よ
る
。
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帥
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六

O
三
J
六
O
六
頁
。
『
申
報
』
四
月

一
一
二
日
附
に
は
大
臼
本
紡
労
働
者
は
曾
祉
に
二
一
筒
僚
の
要
求
を
提
出
し

た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
工
禽
か
ら
の
正
式
な
要
求
で
は
な
く
宣
停
活
動
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

伺
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
一
一
一

J
六
一一一一一頁。

帥

『

東

京
朝
日
新
聞
』
五
月
一
日
附
。

制

『
青
島
支
那
人
罷
業
員
相
』
二
四
頁
〈
山
口
照
文
書
館
所
蔵
の
田
中
義

一
文
書
中
の
ひ
と
つ
、
田
中
文
書
番
競
二
一

O
V
同
書
が
鈴
江
言
一
の

筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
鈴
江
言

一
の
青
島
『
在
華
紡』

争
議
税
察
報
告
」
(
『
中
園
労
働
運
動
史
研
究
』
第
十
一
一
獄
、
一
九
八
二
年

十
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同
『
申
報
』
五
月
三
日
附
。
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
間
関
末
」
六
四

O
J六

四
一
頁
。

同
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
笑
顔
末
」
六
四
一

l
六
四
七
頁
。
前
掲
『
五
品
川
事

件
』

一
五
一

J
一
五
三
頁。

制
五
月
=
百
以
降
の
労
使
調
停
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
四
方
紡
績
罷

業
顛
末
」
六
四
八
J
六
五
四
頁
と
『
申
報
』
五
月
七
・
八
・

一
一
日
附
を

参
照
。解

雇
労
働
者
五
一
名
に
針
し
曾
祉
側
は
一
入
賞
り
三
箇
月
分
賃
銀
五

O

元
を
輿
え
よ
う
と
し
た
が
、
労
働
者
は
九
筒
月
分
の
賃
金
を
要
求
し
、
調

停
に
蛍
た
っ
た
青
島
商
務
総
舎
が
残
り
の
六
箇
月
分
を
出
す
こ
と
に
な
っ

た

(
『
申
報
』
五
月
一
一
一
一
日
附
〉
。

制
『
民
園
日
報
』
五
月
一
六
日
附
(
上
海
社
舎
科
製
院
歴
史
研
究
所
編

『
五
品
川
運
動
史
料
』
第
一
巻
、
上
海
人
民
出
版
社
二
九
八
一
年
所
牧
)
。

前
掲
「
青
島
紗
廠
工
人
罷
工
之
始
末
」
。
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」

六
五
四
J
六
五
六
頁
。

伺
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
六
六
頁
。

伺
『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
一
一
日
附
。

制

『東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
一
一
一
日
附
。

伺
ヴ
ェ
・
イ
・
グ
ル

l

ニ
ン
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
中
園
に
お
け
る
共
産
主

義
運
動
の
生
成
〈

一
九
二

O
i
一
九
二
七
年
〉
」
(
園
際
労
働
運
動
研
究
所

編

・
園
際
関
係
研
究
所
連
日
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
方
』
協
同
産
業
判
明
出
版

部、

一
九
七
一
年
、
一
一
一
一
一

0
1
一一一一
一
五
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

伺
其
穎
「
青
島
日
本
紗
廠
工
人
的
奮
闘
」
(
『
鱒
導
週
報
』
第
一
一
一
一
一
一
鋭
、

一
九
二
五
年
五
月
)
。

制

鈴

江

言

一
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
封
す
る
争
議
労
働
者
の
回
答
を
参
照
さ

れ
た
い
(
前
掲
『
青
島
支
那
人
罷
業
員
相
』
一
七
頁
)
。

帥
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
五
九
J
六
六
一
頁
。

倒
前
掲
「
五
分
運
動
在
山
東
青
島
地
区
的
爆
稜
及
其
歴
史
経
験
」
を
参昭…

さ
れ
た
い
。

伺

前

掲

『中
共
篤
史
人
物
俸
』
第
二
巻
、
七
九
頁。

こ
の
原
史
料
は
「
育

島
地
下
黛
的
闘
争
概
況
」
(『
山
東
省
篤
史
資
料
』
第
二
期
〉
で
あ
る
が

未
見
。

帥
前
掲
『
中
共
黛
史
人
物
俸
』
第
二
巻
、
七
四
J
八
O
頁。

同
前
掲
「
青
島
ニ
於
ケ
ル
華
人
労
働
者
待
遇
状
態
」
一
一
一

O
一一一
J
三
O
四

頁。

同
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
六
四
J
六
六
五
一
具
、
工
舎
の
要
求
に

つ
い
て
は
七
一
六
J
七
一
七
頁
。
『
申
報
』
五
月
一
五
日
附
も
こ
の
労
使

紛
争
を
報
告
し
て
い
る
が
事
寅
関
係
に
つ
い
て
は
信
溶
性
に
飲
け
る
。

M
W

『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
一
七
日
附
。
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末」
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六
六
六
頁
。

同
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
六
九
頁
。
五
月
一
八
日
、
日
清
紡
に

お
い
て
は
作
業
能
率
は
卒
常
の
半
分
に
な
り
、
機
械
三

O
肇
が
破
壕
さ
れ

た
と
い
う
(
『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
二

O
日
附
〉
。

同
前
掲
「
四
方
紡
綴
罷
業
顛
末
」
六
六
六
J
六
六
七
頁
。
工
禽
の
愛
し
た

僻
令
の
一
例
を
掲
げ
る
。
「
第
六
廠
乙
班
精
紡
第
二
三
班
長
現
下
解
雇
三

班
代
替
班
長
四
六
九
披
李
正
皐
代
表
大
象
許
可
並
第
二
班
代
替
班
長
三
六

八
披
劉
世
全
二
位
領
事
代
替
陸
先
五
月
一
五
日
」
。

何
『
内
外
綿
罷
工
事
情
』
内
外
綿
株
式
告
聞
社
、
一
九
二
五
年
、
二
八
頁

(
前
掲
『
支
那
暴
動
一
件
北
支
那
ノ
部
』
所
枚
)
。

伺
『
東
京
朝
日
新
聞
』
四
月
一
一
一
一
日
附
。

伺
『
東
京
朝
日
新
聞
』
四
月
二
八
日
附
。
鈴
江
言
一
は
、
「
罷
業
に
劉
す

る
日
本
蛍
局
の
態
度
は
比
較
的
立
波
で
あ
っ
た
」
(
前
掲
『
青
島
支
那
人

罷
業
員
相
』
一
一
一
一
一
員
)
と
評
し
て
い
る
。

制
青
島
の
日
本
嘗
局
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
陳
磐
田
察
路
長
の
態
度

を
見
る
と
、
罷
業
者
は
中
園
人
で
あ
り
そ
の
相
手
は
日
本
人
な
の
で
自
然

と
罷
業
者
側
を
庇
護
す
る
傾
向
あ
る
を
菟
れ
ず
。
箸
察
聴
長
の
罷
業
図
に

制
到
し
て
採
れ
る
手
段
は
徹
頭
徹
尾
懐
柔
策
で
あ
っ
た
」
(
前
掲
「
四
方
紡

績
罷
業
顛
末
」
七
三
八
頁
)
。

制
同
右
、
六
四
八
頁
。

ω
向
右
、
六
七
一

J
六
七
二
真
。

帥
労
働
者
調
座
の
経
過
に
つ
い
て
は
「
青
島
屠
殺
之
経
過
」
〈
『
轡
導
週

報
』
第

一一一

O
披
・
第
三
二

瞬、

一
九
二
五
年
七
月
〉
に
詳
し
い
が
、

武
力
強
墜
を
ま
ね
い
た
工
舎
側
の
動
き
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及
さ
れ
て
い

:、。

ゆ
ト
h
t
B
V

『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
二
七
日
・
二
八

制
開
『
時
報
』
五
月
二
九
日
附
。

日
附
。

伺
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
八
二
J
六
八
三
頁
o

M
W

同
右
、
六
八
四
J
六
八
五
頁
。

制
前
掲
『
内
外
綿
罷
工
事
情
』
一
一
一
一
一
頁
及
び
前
掲
「
青
島
ユ
於
ケ
ル
華
人

労
働
者
待
遇
状
態
二
三

O
頁。

個
別
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
七
四
九
頁
。

倒
前
掲
『
五
分
事
件
』
一
八
一
一
一
J
一
八
四
頁
。

伺
『
申
報
』
五
月
二
九
日
附
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
二
九
日
附
。

制
前
掲
「
四
方
紡
績
罷
業
顛
末
」
六
九
一
頁
。

伺
同
右
、
六
九
一

J
六
九
三
頁
。

制
『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
一
一
一

O
日
附
。
『
五
品
川
事
件
』
一
八
五
J
一八

六
頁
。

制
『
申
報
』
七
月
二
五
日
附
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
七
月
二
四
日
・
二
五

日
附
。
こ
の
際
、
張
宗
畠
は
青
島
民
報
編
集
長
胡
信
之
、
京
漢
銭
路
代
表

王
復
を
共
産
主
義
者
と
し
て
逮
捕
し
死
刑
に
し
た
。

伺
一
九
二
五
年
の
上
海
在
華
紡
争
議
に
つ
い
て
は
前
掲
「
日
本
紡
績
資
本

の
中
園
進
出
と
『
在
華
紡
』
に
お
け
る
努
働
争
議
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

伺
前
掲
『
青
島
支
那
人
罷
業
員
相
』
一
一
一
一
頁
。

納
品
聞
社
別
卒
均
賃
銀

EJ町
午

川

一
男

工

一
女

工

一

一
内

外

綿

一

語

/

1
日

一
%
仙
/

1
日

一

一
大

日

本

紡

一

一

一32 

20 
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(『大
正一

四
年
夏

期
海
外
放
行
調
査

報
告
』
神
戸
高
等

商
業
皐
校
、
二
ニ



284 

長 富 鍾 日

崎 士 清

紡 紡 紡 手方

40 40 
26 38 

15 26 

20 23 
20 

11 18 

八
頁
)
。

同
開
そ
れ
は
大
康
紗
廠
工
舎
役
員
の
構
成
者
や
第
一
次
争
議
で
解
雇
さ
れ
た

労
働
者
の
全
て
が
役
附
職
工
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

伺
『
東
京
朝
日
新
聞
』
五
月
二
九
日
附
。
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established,differingin character from other districtsand prefectures only

in the narrow areas that encompassed the capital. These regions may

be termed the capital area of the Silla state｡

　　

The capitalarea of the Sillastate was composed of two districts,one

prefecture, and ｓiχmilitary areas停neighboring the capital. Although.

the attempt to change to the capital area system had begun around the

middle of the 8 th century, the system was not 丘χeduntil the period from.

later 8th century to early 9 th century. The capitalarea constituted the

residential areas of the Silla aristocraticbureaucracy. But, at the same

time, it was also a military region that protected the capital. Thus, the

systematic establishment of the capitalarea represents an ｅ丘ortto secure

ａ base for the government. Moreover, the capitalarea was modeled upon

the Tang唐system. The capitalarea of the Sillastateis the beginning

of ａ Chinese-like capital area and represents the original form of the

Koryo period capital area.

THE BEGINNINGS OF LABOR MOVEMENTS AT QINGDAO 青島=

　　　　

THE 1925DISPUTES AT THE JAPANESE-OWNED

　　　　　　　　　

SPINNING MILLS AT QINGDAO

　　　　　　　　　　　　

Takatsuna Hirofumi

　　

The 1925 disputes that occurred at the Japanese-owned spinning

mills in Qingdao, Shandong山東province have been noted　as　the

beginning of the May Thirtieth movement. But this movement has been

generally regarded only as nationalisticmovement against the Japanese

imperialism. The significance　ofthe movement as ａ labor dispute has

been completely ignored.

　　

This treatisewill describe the history of the disputes at the Japanese

spinning mills in Qingdao until the disasterous　defeat on May 29th

by the military clique of Fengtian　奉天. In addition, I　shall　also

try to clarify both　the　nature　of　the dispute　and　the　subjective　and

objective conditions that provided it.

　　

The results of my analysis of the disputes are as follows｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



　

（1）The disputes may be divided into two stages. The firststage began

on April 19th when the strike occurred and ended on May 10th when

the laborers had obtained ａ certain victory.After May 11th, the disputes

between the　employers and the laborers　began　again. Soldiers were

summoned to suppress the unrest until May 29 th. The nature of the

struggle and the form it took in these two stages di琵ered completely｡

　

（2）Ｔｈｅ

　

factory

　

workers

　

who

　

had

　

responsible

　

positions

　

assumed

leadership in the disputes｡

　

（3）The disputes were essentiallyan economic struggle. Their potential

was too limited to develop into or change into ａ nationalistic　and　anti-

imperialist movement.

THE METHODS OF DISCIPLINE IN THE

　　　　　　

NAQSHBANDI ORDER

　　　　　　

Kawamoto Masatomo

　　

Heretofore, not many scholars have researched the　position of the

Sufi Orders in the history of Islam. Even basic aspects of the orders^

such as the kind of goals they pursued and the kind of methods of

discipline they practiced have not yet been clarified.

　　

This treatise will explain the contents of the methods of discipline

practiced by the large and prominent Islamic order, the Naqshbandi Order,

during its early period. l shall try to indicate several characteristics of the

order that caused its development into such ａ great order. The characte-

ristics of the order's methods of discipline that have already been clarified

are (1) regard for the sunna and the ｓhaｒia.(2) esteem held for the partici-

pation of lay members by attaching importance to the internal ascenticism,

to which l want to add (3) importance attached to the ｓｕｈｈａｔ(intimate

conversations) held between disciples and the ｓｈａｙｋｈ.Thisemphasis on

theぶuhbat indicates ａ turn away from the secret and closed nature of the

former orders, and made　effective the two former　characteristics　in

expansion and development of the Naqshbandi Order in the contemporary

Islamic society｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－


